
 

   

 

○ 土地改良事業等請負工事標準歩掛（昭和 58 年２月 28日付け 58 構改Ｄ第 148号農林水産省構造改善局長通知）一部改正新旧対照表 正誤表 
（下線部は改正部分） 

正 誤 
  

  

４．基 礎 工 

 
①～⑤ ［略］ 
 

⑥ 場所打杭工（ダウンザホールハンマ工） 
１．適用範囲 

本歩掛は、ダウンザホールハンマによる場所打杭工（山留工、地すべり抑止杭、基礎杭(構造物、仮設物）、防護柵）の施

工に適用する。 

ただし、防護柵については、吸収エネルギーが 750～1,000kJ 程度の高エネルギー吸収柵の支柱設置のみ適用する。なお、

比較的安定した地盤で孔壁保護を行わずに施工する場合に適用し、孔壁保護を行う場合には、別途考慮する。 

適用範囲は、設計杭径 170mm以上 580mm 以下、掘削長 30ｍ以下とする。 

ただし、防護柵については設計杭径 270mm 超え 320mm 以下、掘削長８ｍ以下とする。 

また、杭の頭出しを行う場合にも適用する。 

なお、鋼管・Ｈ形鋼の頭出しの長さは６ｍ以下とし、防護柵の頭出しの長さは、４ｍ以下とする。 

継杭は地中部のみとし、地上部の継杭は場所打杭工の対象としない。 

表 1．1 設計杭径及び削孔径 ［略］ 

 
図 1．1 ［略］ 

 

２． ［略］ 

 

３．機種の選定 
３－１ 機種の選定 

  機械・規格は、次表を標準とする。 

 

１）Ａ工法 
表 3．1 機種の選定（Ａ工法） 

作業種別 機 械 名 規  格 単位 

数量 

摘  要 設計杭径 

430mm 以下 

設計杭径 

430mm 超え 

掘 削 用 

ラフテレーン

ク レ ー ン 

装 着 式 

アースオーガ 

［アースオーガ

（油圧式）及びモ

ンケン架装］ベー

スマシン 35t 吊 

台 １ －  

掘 削 用 
ク ロ ー ラ 

ク レ ー ン 

［油圧駆動式ウイ

ンチ・ラチスジブ

型・排出ガス対策

型（2014 年規制）

最大吊上能力］70t

吊 

台 － １  

 
ダウンザホー

ル ハ ン マ 
［空圧式］ 〃 １ 

表 3．4 

 空 気 圧 縮 機  〃 必要台数 表 3．5 

   

４．基 礎 工 

 
①～⑤ ［略］ 
 

⑥ 場所打杭工（ダウンザホールハンマ工） 
１．適用範囲 

本歩掛は、ダウンザホールハンマによる場所打杭工（山留工、地すべり抑止杭、基礎杭(構造物、仮設物）、防護柵）の施

工に適用する。なお、比較的安定した地盤で孔壁保護を行わずに施工する場合に適用し、孔壁保護を行う場合には、別途考慮

する。 

ただし、防護柵については、吸収エネルギーが 750～1,000kJ 程度の高エネルギー吸収柵の支柱設置のみ適用する。 

適用範囲は、設計杭径 170mm以上 580mm 以下、掘削長 30ｍ以下とする。 

ただし、防護柵については設計杭径 270mm 超え 320mm 以下、掘削長８ｍ以下とする。 

また、杭の頭出しを行う場合にも適用する。 

なお、鋼管・Ｈ形鋼の頭出しの長さは６ｍ以下とし、防護柵の頭出しの長さは、４ｍ以下とする。 

継杭は地中部のみとし、地上部の継杭は場所打杭工の対象としない。 

表 1．1 設計杭径及び削孔径 ［略］ 

 
図 1．1 ［略］ 

 

２． ［略］ 

 

３．機種の選定 
３－１ 機種の選定 

  機械・規格は、次表を標準とする。 

 

１）Ａ工法 
表 3．1 機種の選定（Ａ工法） 

作業種別 機 械 名 規  格 単位 

数量 

摘  要 設計杭径 

430mm 以下 

設計杭径 

430mm 超え 

掘 削 用 

ラフテレーン

ク レ ー ン 

装 着 式 

アースオーガ 

［アースオーガ

（油圧式）及びモ

ンケン架装］ベー

スマシン 35t 吊 

台 １   

掘 削 用 
ク ロ ー ラ 

ク レ ー ン 

［油圧駆動式ウイ

ンチ・ラチスジブ

型・排出ガス対策

型（2014 年規制）

最大吊上能力］70t

吊 

台  １  

 
ダウンザホー

ル ハ ン マ 
［空圧式］ 〃 １ 

表 3．4 

 空 気 圧 縮 機  〃 必要台数 表 3．5 

 



 

   

 

鋼管杭・Ｈ形鋼 

杭等建込用掘削

機組立・分解用 

ラフテレーン

ク レ ー ン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型

（2014 年規制）最

大吊上能力 25t 吊 

〃 １  

  （注）１．鋼管杭、Ｈ形鋼杭等の建込み、クレーン（掘削用）の組立（リーダ、減速機の取付け）・分解時については、ラ

フテレーンクレーン（油圧伸縮ジブ型最大吊上能力 25t 吊）を標準とするが、現場条件により上表により難い場

合は、別途考慮する。 

     ２．［略］ 

 

 

２）Ｂ工法 
表 3．2 機種の選定（Ｂ工法） 

作業種別 機 械 名 規  格 単位 

数量 

摘  要 

設計杭径 

320mm 以下 

設計杭径 

320mm 超え 

掘削長 

25m 以下 

掘削長 

25m 超え 

掘削長 

30m 以下 

掘 削 用 

大  口  径

ボ ー リン グ

マ シ ン 

通称 19kW 級 台 １ － － 図 3．1 

通称 30kW 級 〃 － １ １ 図 3．1 

 

ダ ウ ン ザ 

ホ ー ル 

ハ ン マ 

［空圧式］ 〃 １ 表 3．4 

 空 気 圧縮 機  〃 必要台数 表 3．5 

資材等現場内

小運搬、掘削

機の移動 

ラ フ テレ ー

ン ク レー ン 

油 圧 伸縮 ジ

ブ型・ 

排 出 ガス 対

策型（2014 年

規制）最大吊

上能力 25t吊 

〃 １ 

必要に応じてラ

フテレーンクレ

ーン賃料、（補助

クレーン用）を別

途計上する。 

（注） ［略］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3．1 大口径ボーリングマシンの選定 

鋼管杭・Ｈ形鋼 

杭等建込用掘削 

機組立・分解用 

ラフテレーン

ク レ ー ン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型

（2014 年規制）最

大吊上能力 25t 吊 

〃 １  

  （注）１．鋼管杭、Ｈ形鋼杭の建込み、クレーン（掘削用）の組立（リーダ、減速機の取付け）・分解時については、ラフ

テレーンクレーン（油圧伸縮ジブ型最大吊上能力 25t 吊）を標準とするが、現場条件により上表により難い場合

は、別途考慮する。 

     ２．［略］ 

 

 

２）Ｂ工法 
表 3．2 機種の選定（Ｂ工法） 

作業種別 機 械 名 規  格 単位 

数量 

摘  要 

設計杭径 

320mm 以下 

設計杭径 

320mm 超え 

掘削長 

25m 以下 

掘削長 

25m 超え 

掘削長 

30m 以下 

掘 削 用 

大  口  径

ボ ー リン グ

マ シ ン 

通称 19kW 級 台 １   図 3．1 

通称 30kW 級 〃  １ １ 図 3．1 

 

ダ ウ ン ザ 

ホ ー ル 

ハ ン マ 

［空圧式］ 〃 １ 表 3．4 

 発 動 発電 機  〃 必要台数 表 3．5 

鋼管杭・Ｈ 

形鋼杭等建込 

用掘削機 

組立・分解 

用 

ラ フ テレ ー

ン ク レー ン 

油 圧 伸縮 ジ

ブ型・ 

排 出 ガス 対

策型（2014 年

規制）最大吊

上能力 25t吊 

〃 １ 

必要に応じてラ

フテレーンクレ

ーン賃料、（補助

クレーン用）を別

途計上する。 

（注） ［略］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3．1 大口径ボーリングマシンの選定 

杭 径：320 ㎜以下 

掘削長：25m 以下 

・通称 30kW 級 

杭 径：320 ㎜超え 580 ㎜以下 

掘削長：30m 以下 

及び 

杭 径：320 ㎜以下 

掘削長：25m 超え 30m 以下 

(ｍ)

掘 

 

削 

 

長 

 

 

通称 19kW 級 

通称 30kW 級 

53
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580170                  320                           

 設 計 杭 径 （mm） 

（注）現場条件等により、上図により難い場合は別途考慮する。 

選定基準 

・通称 19kW 級 

杭 径：320 ㎜以下 

掘削長：25mm 以下 

・通称 30kW 級 

杭 径：320 ㎜超え 580 ㎜以下 

掘削長：30m 以下 

及び 

杭 径：320 ㎜以下 

掘削長：25m 越え 30m 以下選定基準 

・通称 19kW 級 

掘 

 

削 

 

長 

 

通称 19kW 級

通称 30kW 級 

30 

 

25 

 

20 

 

15 

 

10 

 

170                  320                           

設 計 杭 径 （mm）

（注）現場条件等により、上図により難い場合は別途考慮する。



 

   

 

 
３）Ｃ工法 

表 3．3 機種の選定（Ｃ工法） 

作業種別 機 械 名 規  格 単位 

数量 

摘  要 設計杭径 

360mm 以下 

設計杭径 

360mm 超え 

掘 削 用 
ラフテレーン

ク レ ー ン 

［油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第 3 次基準

値）最大吊上能力］25t

吊 

台 １ －  

掘 削 用 
ク ロ ー ラ 

ク レ ー ン 

［油圧駆動式ウイン

チ・ラチスジブ型・排出

ガス対策型（2014 年規

制）最大吊上能力］70t

吊 

〃 － 1  

 
ダウンザホー

ル ハ ン マ 
［空圧式］ 〃 １ 表 3．4 

 空 気 圧 縮 機  〃 必要台数 表 3．5 

（注） ［略］ 

 

３－２・３ ［略］ 

 

４． ［略］ 
 

５．施工歩掛 

５－１  ［略］ 

 

①杭１本当りの削孔日数（Ｔ１） 

 
表 5．1 土質毎の削孔日数(Ｔa)) ［略］ 

 

(注) １. 杭１本当りの削孔日数(Ｔ１)は、掘削する土質毎に次のとおり加算して算出する。 

Ｔ１＝Ｔa１×Ｌa1＋Ｔa2×Ｌa2＋Ｔa3×Ｌa3＋Ｔa4×Ｌa4＋… 

Ｔan：各土質毎の削孔日数(日／ｍ) 

Ｌ an：各土質の削孔長(ｍ) 

２. Ｔ１は小数点第３位を四捨五入し、小数点第２位とする。 

 

②杭１本当りの準備・建込み等日数（Ｔ２） 

    杭１本当りの準備（足場作り、定規材の設置・撤去、テーブルマシン又は大口径ボーリングマシンの移動、芯出し）、孔

内洗浄、ロッド継足し・引抜き、注入管の設置・撤去の施工日数は次表とする。 

 
表 5．2 杭１本当りの準備等日数（Ｔ２）            （日/本） 

削長(m)  
 

 
 

La≦6 6＜ La≦ 15 15＜ La≦30 
杭種  
設計杭径(mm)  

 
工法名    

Ａ工法 

170mm以上 
430mm以下 

H形鋼（モルタル）又は 
鋼管（モルタル・コンクリート） 

0.14 0.17 0.20 

H形鋼（土砂埋戻し）又は 
防護柵（モルタル） 0.10 0.13 0.16 

430mm超え 
580mm以下 

H形鋼（モルタル）又は 
鋼管（モルタル・コンクリート） 

0.18 0.21 0.24 

H形鋼（土砂埋戻し） 0.14 0.17 0.20 

 
３）Ｃ工法 

表 3．3 機種の選定（Ｃ工法） 

作業種別 機 械 名 規  格 単位 

数量 

摘  要 設計杭径 

360mm 以下 

設計杭径 

360mm 超え 

掘 削 用 
ラフテレーン

ク レ ー ン 

［油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第 3 次基準

値）最大吊上能力］25t

吊 

台 １   

掘 削 用 
ク ロ ー ラ 

ク レ ー ン 

［油圧駆動式ウイン

チ・ラチスジブ型・排出

ガス対策型（2014 年規

制）最大吊上能力］70t

吊 

〃  1  

 
ダウンザホー

ル ハ ン マ 
［空圧式］ 〃 １ 表 3．4 

 空 気 圧 縮 機  〃 必要台数 表 3．5 

（注） ［略］ 

 

３－２・３ ［略］  

 

４． ［略］ 
 

５．施工歩掛 

５－１  ［略］ 

 

①杭１本当りの削孔日数（Ｔ１） 

 
表 5．1 土質毎の削孔日数(Ｔa)) ［略］ 

 

(注) １. 杭１本当りの削孔日数(Ｔ１)は、掘削する土質毎に次のとおり加算して算出する。 

Ｔ１＝Ｔa１×Ｌa1＋Ｔa2×Ｌa2＋Ｔa3×ＬA3＋Ｔa4×ＬA4＋… 

Ｔan：各土質毎の削孔日数(日／ｍ) 

Ｌ an：各土質の削孔長(ｍ) 

２. Ｔ１は小数点第３位を四捨五入し、少数点第２位とする。 

 

②杭１本当りの準備・建込み等日数（Ｔ２） 

    杭１本当りの準備（足場作り、定規材の設置・撤去、テーブルマシン又は大口径ボーリングマシンの移動、芯出し）、孔

内洗浄、ロッド継足し・引抜き、注入管の設置・撤去の施工日数は次表とする。 

 
表 5．2 杭１本当りの準備等日数（Ｔ２）            （日/本） 

削長(m)  
 

 
 

La≦6 6＜ La≦ 15 15＜ La≦30 
杭種  
設計杭径(mm)  

 
工法名    

Ａ工法 

170mm以上 
430mm以下 

H形鋼（モルタル）又は 
鋼管（モルタル・コンクリート） 

0.14 0.17 0.20 

H形鋼（土砂埋戻し）又は 
防護柵（モルタル） 0.10 0.13 0.16 

430mm以上 
580mm以下 

H形鋼（土砂埋戻し）又は 
鋼管（モルタル・コンクリート） 

0.18 0.21 0.24 

H形鋼（土砂埋戻し） 0.14 0.17 0.20 



 

   

 

Ｂ工法 170mm以上 
580mm以下 

H形鋼（モルタル）又は 
鋼管（モルタル・コンクリート） 

0.28 0.28 0.31 

H形鋼（土砂埋戻し）又は 
防護柵（モルタル） 0.23 0.23 0.27 

Ｃ工法 170mm以上 
580mm以下 

H形鋼（モルタル）又は 
鋼管（モルタル・コンクリート） 

0.18 0.22 0.25 

H形鋼（土砂埋戻し）又は 
防護柵（モルタル） 0.14 0.18 0.21 

 

（注） ［略］ 

 

③杭１本当りの建込・充填日数（Ｔ３） 

杭１本当りの鋼管・防護柵・H 形鋼建込、モルタル及び中詰コンクリート打設又は土砂埋戻しの施工日数は、次表とす

る。 

表 5．3 掘削長 1ｍ当りの建込・充填日数(Ｔb)               （日／ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) １.杭１本当りの建込・充填日数（Ｔ3）は、次のとおり算出する。 

Ｔ3＝Ｔb×Ｌ 

Ｔb：掘削長１ｍ当りの建込・充填日数（日／ｍ) 

Ｌa：削孔長(ｍ) 

２～６. ［略］ 

  
 

④杭１本当りの溶接・ボルト接合日数（接合）（Ｔ４） 

a）杭１本当りの溶接日数 

杭１本当りの溶接日数は、次表とする。 

 
表 5．4 Ｈ形鋼(溶接)(Ｔ４) ［略］ 

H 形鋼規格(mm)   

150～175 200 250 300 350 400 溶接回数(標準)   

杭長  

Lｂ≦12ｍ 0 回 － － － － － － 

12ｍ＜Lｂ≦24ｍ 1 回 0.03 0.04 0.06 0.08 0.13 0.19 

24ｍ＜Lｂ≦30ｍ 2 回 0.06 0.08 0.12 0.16 0.26 0.38 

 
表 5．5 鋼管(Ｔ４)           （日／本） 

鋼管規格(mm)   
170 以上

300 未満 

300 以上 

400 未満 

400 以上 

500 未満 

500 以上 

580 未満 
溶接回数(標準)   

杭長  

Lｂ≦12ｍ 0 回 － － － － 

12ｍ＜Lｂ≦24ｍ 1 回 0.04 0.08 0.10 0.11 

24ｍ＜Lｂ≦30ｍ 2 回 0.08 0.16 0.20 0.22 

 

なお、現場条件により溶接回数（標準）により難い場合は、表 5．6 より１回当りの溶接日数を加減する。 

設計杭径   
170mm以上 
270mm以下 

270mm超え 
360mm以下 

360mm超え 
430mm以下 

430mm超え 
580mm以下 

杭種  
 工法  

A・C 
工法 

H形鋼 
（モルタル杭・土砂埋戻し） 

0.012 0.016 0.020 0.028 

鋼管 
（モルタル・コンクリート） 0.015 0.019 0.023 0.027 

防護柵（モルタル） － 0.014 － － 

B工法 

H形鋼 
（モルタル杭・土砂埋戻し） 

0.014 0.019 0.023 0.034 

鋼管 
（モルタル・コンクリート） 

0.019 0.025 0.030 0.036 

防護柵（モルタル） － 0.019 － － 

Ｂ工法 170mm以上 
580mm以下 

H形鋼（モルタル）又は 
鋼管（モルタル・コンクリート） 

0.28 0.28 0.31 

H形鋼（モルタル）又は 
防護柵（モルタル） 0.23 0.23 0.27 

Ｃ工法 170mm以上 
580mm以下 

H形鋼（モルタル）又は 
鋼管（モルタル・コンクリート） 

0.18 0.22 0.25 

H形鋼（土砂埋戻し）又は 
防護柵（モルタル） 0.14 0.18 0.21 

 

（注） ［略］ 

 

③杭１本当りの建込・充填日数（Ｔ３） 

杭１本当りの鋼管・防護柵・H 形鋼建込、モルタル及び中詰コンクリート打設又は土砂埋戻しの施工日数は、次表とす

る。 

表 5．3 掘削長 1ｍ当りの建込・充填日数(Ｔb)               （日／ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) １.杭１本当りの建込・充填日数（Ｔb）は、次のとおり算出する。 

Ｔ3＝Ｔb×Ｌ 

Ｔb：掘削長１ｍ当りの建込・充填日数（日／ｍ) 

Ｌa：削孔長(ｍ) 

２～６. ［略］ 

  
 

④杭１本当りの溶接・ボルト接合日数（接合）（Ｔ４） 

a）杭１本当りの溶接日数 

杭１本当りの溶接日数は、次表とする。 

 
表 5．4 Ｈ形鋼(溶接)(Ｔ４) ［略］  

H 形鋼規格(mm)   

150～175 200 250 300 350 400 溶接回数(標準)   

杭長  

Lｂ≦12ｍ 0 回 － － － － － － 

12ｍ＜Lｂ≦24ｍ 1 回 0.03 0.04 0.06 0.08 0.13 0.19 

24ｍ＜Lｂ≦30ｍm 2 回 0.06 0.08 0.12 0.16 0.26 0.38 

 
表 5．5 鋼管(Ｔ４)           （日／本） 

鋼管規格(mm)   
170 以上

300 未満 

300 以上 

400 未満 

400 以上 

500 未満 

500 以上 

580 未満 
溶接回数(標準)   

杭長  

Lｂ≦12ｍ 0 回 － － － － 

12ｍ＜Lｂ≦24ｍ 1 回 0.03 0.04 0.06 0.19 

24ｍ＜Lｂ≦30ｍ 2 回 0.06 0.08 0.12 0.38 

 

なお、現場条件により溶接回数（標準）により難い場合は、表 5．6 より１回当りの溶接日数を加減する。 

設計杭径   
170mm以上 
270mm以下 

270mm超え 
360mm以下 

360mm超え 
430mm以下 

430mm超え 
580mm以下 杭種  

 工法  

A・C 
工法 

H形鋼 
（モルタル杭・土砂埋戻し） 0.012 0.016 0.020 0.028 

鋼管 
（モルタル・コンクリート） 

0.015 0.019 0.023 0.027 

防護柵（モルタル） － 0.014 － － 

B工法 

H形鋼 
（モルタル杭・土砂埋戻し） 

0.014 0.019 0.023 0.034 

鋼管 
（モルタル・コンクリート） 0.019 0.025 0.023 0.036 

防護柵（モルタル） － 0.019 － － 



 

   

 

 
表 5．6 １回当りの溶接日数 ［略］ 

 

（例１・例２） [略] 

 

b）杭１本当りのボルト接合日数 

杭１本当りのボルト接合日数は、次表とする。 

 
表 5．7 Ｈ形鋼(ボルト接合)（Ｔ４） ［略］ 

 

なお、現場条件により接合回数（標準）により難い場合は、表 5．8 より１回当りのボルト接合日数を加減する。 

 
表 5．8 １回当りボルト接合日数 ［略］ 

 

（例１・例２） [略] 

 

⑤ [略] 

 

６． 杭１本当りモルタル・コンクリート及び購入土（砂）使用量 

  杭１本当りモルタル・コンクリート又は購入土（砂）使用量は、次式による。 

  ただし、Ｈ形鋼を使用する場合は、モルタル杭又は購入土（砂）を標準とする。 

 

６－１ モルタルを使用する場合 

Ｑ＝π／４×Ｄ１
２×La×（１＋Ｋ１ ）      （ｍ3／本）  （式６．１） 

               

 

 

 

 

表 6．1 モルタルロス率（Ｋ１ ）  [略] 

 

６－２ コンクリート（生コン）を使用する場合 

Ｑ１＝π／４×（Ｄ１
２－Ｄ２

２ ）×ℓ×（１＋Ｋ２ ） （ｍ3／本）  （式６．２） 

   Ｑ２＝π／４×Ｄ２
２×La ×（１＋Ｋ３ ） （ｍ3／本）  （式６．３） 

      Ｑ１ ：モルタル使用量 （ｍ3／本） 

      Ｑ２ ：中詰コンクリート使用量 （ｍ3／本） 

Ｄ１ ：削孔径 （ｍ） 

      Ｄ２ ：設計杭径            （ｍ） 

 La ：打設長 （ｍ） 

      Ｋ２ ：モルタルロス率 

      Ｋ３ ：中詰コンクリートロス率 

表 6．2 モルタルロス率（Ｋ２ ） ［略］ 

 

表 6．3 中詰コンクリートロス率（Ｋ３ ）  ［略］ 

            （注） ［略］ 

 

６－３ 購入土（砂）を使用する場合 

 Ｑ＝π／４×Ｄ１
２×La  （ｍ3／本）  （式６．４） 

Ｑ  ：購入土（砂）使用量 （ｍ3／本） 

      Ｄ１ ：削孔径 （ｍ） 

      La  ：打設長 （ｍ） 

       

 

７・８． ［略］ 

Ｑ ：モルタル使用量 （ｍ3／本） 

Ｄ１ ：削孔径 （ｍ） 

La  ：打設長 （ｍ） 

Ｋ1 ：モルタルロス率  

 
表 5．6 １回当りの溶接日数 ［略］ 

 

（例１・例２） [略] 

 

b）杭１本当りのボルト接合日数 

杭１本当りのボルト接合日数は、次表とする。 

 
表 5．7 Ｈ形鋼(ボルト接合)（Ｔ４）  ［略］ 

 

なお、現場条件により接合回数（標準）により難い場合は、表 5．8 より１回当りのボルト接合日数を加算する。 

 
表 5．8 １回当りボルト接合日数 ［略］ 

 

（例１・例２） [略] 

 

⑤ [略] 

 

６． 杭１本当りモルタル・コンクリート及び購入土（砂）使用量 

  杭１本当りモルタル・コンクリート又は購入土（砂）使用量は、次式による。 

  ただし、Ｈ形鋼を使用する場合は、モルタル杭又は購入土（砂）を標準とする。 

 

６－１ モルタルを使用する場合 

Ｑ＝π／４×Ｄ１
２×ℓ×（１＋Ｋ１ ）      （ｍ3／本）  （式６．１） 

               

 

 

 

 

 

                       表 6．1 モルタルロス率（Ｋ１ ）  [略]  

 

６－２ コンクリート（生コン）を使用する場合 

Ｑ１＝π／４×（Ｄ１
２－Ｄ２

２ ）×ℓ×（１＋Ｋ２ ） （ｍ3／本）  （式６．２） 

   Ｑ２＝π／４×Ｄ２
２×ℓ×（１＋Ｋ３ ） （ｍ3／本）  （式６．３） 

      Ｑ１ ：モルタル使用量 （ｍ3／本） 

      Ｑ２ ：中詰コンクリート使用量 （ｍ3／本） 

Ｄ１ ：削孔径 （ｍ） 

      Ｄ２ ：設計杭径            （ｍ） 

 ℓ ：打設長 （ｍ） 

      Ｋ２ ：モルタルロス率 

      Ｋ３ ：中詰コンクリートロス率 

表 6．2 モルタルロス率（Ｋ２ ） ［略］ 

 

表 6．3 中詰コンクリートロス率（Ｋ３ ）  ［略］ 

            （注） ［略］ 

 

６－３ 購入土（砂）を使用する場合 

 Ｑ＝π／４×Ｄ１
２×ℓ （ｍ3／本）  （式６．４） 

Ｑ  ：購入土（砂）使用量 （ｍ3／本） 

      Ｄ１ ：削孔径 （ｍ） 

       ℓ ：打設長 （ｍ） 

       

 

７・８． ［略］ 

Ｑ ：モルタル使用量 （ｍ3／本） 

Ｄ１ ：削孔径 （ｍ） 

ℓ ：打設長 （ｍ） 

Ｋ1 ：モルタルロス率  



 

   

 

 

９．諸雑費 
９－１ Ａ工法 

諸雑費は、定規材（設計杭径 430mm 超えのみ）、吊ワイヤ、吊金具、溶接材、ボルト・ナット、電気溶接機、インパクトト

レンチ、トルクレンチ、注入管、高圧ホース、グラウトポンプ（モルタル圧送用）、コンクリートバケット、土砂ホッパ、レ

シーバタンク、減速機（設計杭径 430mm 超えのみ）、電力に関する経費等の費用であり、労務費、機械損料、機械賃料及び運

転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 
表 9．1 諸雑費率（Ａ工法）            （％） 

設計杭径 
170mm 以上 

430mm 以下 

430mm 超え 

580mm 以下 

諸雑費率 9 15 

（注） ［略］ 

 

９－２ Ｂ工法 

［略］ 
表 9．2 諸雑費率（Ｂ工法） ［略］ 

（注）１～２． ［略］ 

３．補助ラフテレーンクレーン賃料、やぐらの設置・撤去及び作業架

台等の設置・撤去の費用は、諸雑費の対象としない。 

 

９－３ Ｃ工法 

［略］ 
表 9．3 諸雑費率（Ｃ工法）           （％） 

設計杭径 
170mm 以上 

360mm 以下 

360mm 超え 

580mm 以下 

諸雑費率 37 27 

（注） ［略］ 

 
１０．掘削土の処理費 

掘削土等の積込み・運搬及び処分費については、別途計上する。 

 

１１．参考図 

 

（Ｃ工法：作業架台概念図） [略] 

 

１２．単価表 
（１）杭１本当り単価表（Ａ工法） 

名  称 規  格 単位 数 量 摘  要 

世 話 役  人 Ｔｃ×１ 表 4．1 

と び 工  〃 Ｔｃ×１  〃 

特 殊 作 業 員  〃 Ｔｃ×１  〃 

普 通 作 業 員  〃 Ｔｃ×１  〃 

溶 接 工  〃 Ｔｃ×１ 表 4．1（継杭の場合に計上） 

中 詰 材 料  ｍ3  式6．1～式6．4 

鋼 管 ・ Ｈ 形 鋼 等  本 １  

クレーン（A 工法掘削用） 

運 転 
 日 Ｔｃ 

表 3．1 

機械損料 

ダウンザホールハンマ運転 ［空圧式］ 〃 Ｔｃ 
表 3．4 

機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 ［削る。］ 〃 Ｔｃ 
表 3．5 

機械損料 

  

９．諸雑費 
９－１ Ａ工法 

諸雑費は、定規材（設計杭径 430mm 超えのみ）、吊ワイヤ、溶接材、ボルト・ナット、電気溶接機、インパクトトレンチ、

トルクレンチ、注入管、高圧ホース、グラウトポンプ（モルタル圧送用）、コンクリートバケット、土砂ホッパ、レシーバタ

ンク、減速機（設計杭径 430mm 超えのみ）、電力に関する経費等の費用であり、労務費、機械損料、機械賃料及び運転経費の

合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 
表 9．1 諸雑費率（Ａ工法）            （％） 

設計杭径 
170mm 以上 

430mm 以下 

430mm 以上 

580mm 以下 

諸雑費率 9 15 

（注） ［略］ 

 

９－２ Ｂ工法 

［略］ 
表 9．2 諸雑費率（Ｂ工法） ［略］ 

（注）１～２． ［略］ 

３．補助ラフテレーンクレーン賃料、やぐらの設置・撤去及び作業台

等の設置・撤去の費用は、諸雑費の対象としない。 

 

９－３ Ｃ工 

［略］ 
表 9．3 諸雑費率（Ｃ工法）           （％） 

設計杭径 
170mm 以上 

360mm 以下 

360mm 以上 

580mm 以下 

諸雑費率 37 27 

（注） ［略］ 

 
１０．掘削土の処理費 

掘削土等の積込み・運搬及び処分費については、別途計上する。 

 

１１．参考図 

 

（Ｃ工法：作業架台概念図） [略] 

 

１２．単価表 
（１）杭１本当り単価表（Ａ工法） 

名  称 規  格 単位 数 量 摘  要 

世 話 役  人 Ｔｃ×１ 表 4．1 

と び 工  〃 Ｔｃ×１  〃 

特 殊 作 業 員  〃 Ｔｃ×１  〃 

普 通 作 業 員  〃 Ｔｃ×１  〃 

溶 接 工  〃 Ｔｃ×１ 表 4．1（継杭の場合に計上） 

中 詰 材 料  ｍ3  式6．1～式6．4 

鋼 管 ・ Ｈ 形 鋼 等  本 １  

クレーン（A 工法掘削用） 

運 転 
 日 Ｔｃ 

表 3．1 

機械損料 

ダウンザホールハンマ運転 ［空圧式］ 〃 Ｔｃ 
表 3．4 

機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 

可搬式・エンジン駆動・スクリ

ュ型・排出ガス対策型(第２次

基準値) 

〃 Ｔｃ 
表 3．6 

機械損料 



 

   

 

ラフテレーンクレーン運転 

［油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(2014 年規制)］ 

最大吊上能力 25t 吊 
〃 Ｔｃ 

鋼管杭・Ｈ形鋼杭等建込用 

掘削機組立・分解用 

機械損料 

ビ ッ ト 等 損 耗 費  式 １ 表 8．1 

諸 雑 費  〃 １ 表 9．1 

計     

（注）［略］ 

 
（２）杭１本当り単価表（Ｂ工法） 

名  称 規  格 単位 数 量 摘  要 

世 話 役  人 Ｔｃ×１ 表 4．1 

と び 工  〃 Ｔｃ×１  〃 

特 殊 作 業 員  〃 Ｔｃ×１  〃 

普 通 作 業 員  〃 Ｔｃ×２  〃 

溶 接 工  〃 Ｔｃ×１ 表 4．1（継杭の場合に計上） 

中 詰 材 料  ｍ3  式 6．1～式 6．4 

鋼 管 ・ Ｈ 形 鋼 等  本 １  

大口径ﾎ ﾞ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ﾏ ｼ ﾝ運転  日 Ｔｃ 
表 3．2, 図 3．1 

機械損料 

ダウンザホールハンマ運転 ［空圧式］ 〃 Ｔｃ 
表 3．4 

機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 ［削る。］ 〃 Ｔｃ 
表 3．5 

機械損料 

ラフテレーンクレーン運転 

［油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(2014 年規制)］ 

最大吊上能力 25t 吊 

〃 Ｔｃ 
必要に応じて計上 

機械賃料 

ビ ッ ト 等 損 耗 費  式 １ 表 8．1 

諸 雑 費  〃 １ 表 9．2 

計     

（注） ［略］ 

 
（３）杭１本当り単価表（Ｃ工法） 

名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

世 話 役  人 Ｔｃ×1 表 4．1 

と び 工  〃 Ｔｃ×1  〃 

特 殊 作 業 員  〃 Ｔｃ×1  〃 

普 通 作 業 員  〃 Ｔｃ×1  〃 

溶 接 工  〃 Ｔｃ×1 表 4．1（継杭の場合に計上） 

中 詰 材 料  ｍ3  式 6．1～式 6．4 

鋼 管 ・ Ｈ 形 鋼 等  本   

クレーン(C 工法掘削用)

運 転 
 日 Ｔｃ 

表 3．3 

機械損料 

ダ ウ ン ザ ホ ー ル 

ハ ン マ 運 転 
［空圧式］ 〃 Ｔｃ 

表 3．4 

機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 ［削る。］ 〃 Ｔｃ 
表 3．5 

機械損料 

ビ ッ ト 等 損 耗 費  式 １ 表 8．1 

諸 雑 費  〃 １ 表 9．3 

ラフテレーンクレーン運転 

［油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(2014 年規制)］ 

最大吊上能力 25t 吊 
〃 Ｔｃ 

鋼管杭・Ｈ形鋼杭等建込用 

掘削機組立・分解用 

機械損料 

ビ ッ ト 等 損 耗 費  式 １ 表 8．1 

諸 雑 費  〃 １ 表 9．1 

計     

（注）［略］ 

 
（２）杭１本当り単価表（Ｂ工法） 

名  称 規  格 単位 数 量 摘  要 

世 話 役  人 Ｔｃ×１ 表 4．1 

と び 工  〃 Ｔｃ×１  〃 

特 殊 作 業 員  〃 Ｔｃ×１  〃 

普 通 作 業 員  〃 Ｔｃ×２  〃 

溶 接 工  〃 Ｔｃ×１ 表 4．1（継杭の場合に計上） 

中 詰 材 料  ｍ3  式 6．1～式 6．4 

鋼 管 ・ Ｈ 形 鋼 等  本 １  

大口径ﾎ ﾞ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ﾏ ｼ ﾝ運転  日 Ｔｃ 
図 3．2 

機械損料 

ダウンザホールハンマ運転 ［空圧式］ 〃 Ｔｃ 
表 3．5 

機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 

可搬式・エンジン駆動・スクリ

ュ型・排出ガス対策型(第２次基

準値) 
〃 Ｔｃ 

表 3．6 

機械損料 

ラフテレーンクレーン運転 

［油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(2014 年規制)］ 

最大吊上能力 25t 吊 

〃 Ｔｃ 
必要に応じて計上 

機械賃料 

ビ ッ ト 等 損 耗 費  式 １ 表 8．1 

諸 雑 費  〃 １ 表 9．1 

計     

（注） ［略］ 

 
（３）杭１本当り単価表（Ｃ工法） 

名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

世 話 役  人 Ｔｃ×1 表 4．1 

と び 工  〃 Ｔｃ×1  〃 

特 殊 作 業 員  〃 Ｔｃ×1  〃 

普 通 作 業 員  〃 Ｔｃ×1  〃 

溶 接 工  〃 Ｔｃ×1 表 4．1（継杭の場合に計上） 

中 詰 材 料  ｍ3  式 6．1～式 6．4 

鋼 管 ・ Ｈ 形 鋼 等  本   

クレーン(C 工法掘削用)

運 転 
 日 Ｔｃ 

図 3．1 

機械損料 

ダ ウ ン ザ ホ ー ル 

ハ ン マ 運 転 
［空圧式］ 〃 Ｔｃ 

表 3．5 

機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 

可搬式・ 

エンジン駆動・スクリュ型・ 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

〃 Ｔｃ 
表 3．6 

機械損料 

ビ ッ ト 等 損 耗 費  式 １ 表 8．1 

諸 雑 費  〃 １ 表 8．1 



 

   

 

計     

（注） ［略］ 

 

（４）やぐらの設置・撤去１基１回当り単価表（ラフテレーンクレーン使用の場合） 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表 7．1 

と び 工  〃   〃 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン運転  

［油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(2014 年規制)］ 

最大吊上能力 25t 吊 

日  
表 7．1 

機械賃料 

計     

 

（５）機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項  

大口径ボーリングマシン 図 3．1 機－25 機械損料数量→1.40 

空 気 圧 縮 機 表 3．5 機－24 

燃料消費量→下記のとおりとする。 

規 格 数 量 

21～25.5m3／min 186 

37～41m3／min 378 

機械損料数量→ 1.44 

ダ ウ ン ザ ホ ー ル ハ ン マ 
[空圧式] 

表 3．4 
機－25 機械損料数量→ 1.54 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 

装 着 式 ア ー ス オ ー ガ 

( A 工 法 掘 削 用 ) 

［アースオーガ（油圧式）及び 

モンケン架装］ベースマシン 35t 用 

 

機－18 

運転労務数量→ 1.00 

機械損料数量→ 1.65 

燃料消費量 → 126 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 

( C 工 法 掘 削 用 ) 

［油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第 3 次基準値)］ 

 最大吊上能力 25t 吊 

機－18 

運転労務数量→ 1.00 

機械損料数量→ 1.65 

燃料消費量 → 90 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 

( A ・ C 工 法 掘 削 用 ) 

［油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(2014 年規制)］  

最大吊上能力 70t 吊 

機－18 

運転労務数量→ 1.00 

機械損料数量→ 1.38 

燃料消費量 → 96 

ラフテレーンクレーン 

（鋼管杭・Ｈ形鋼杭等建込用

掘削機組立・分解用） 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

最大吊上能力 25t 吊 

機－18 

運転労務数量→ 1.00 

機械損料数量→ 1.40 

燃料消費量 → 90 

 

 

５．フリューム類据付工 

 
①～⑥ ［略］ 
 

⑦ リフト台車によるプレキャストコンクリート水路据付 
１．～２． [略] 
 

３．機種の選定 

 ３－１ [略] 

 

 ３－２ 吊り下げ機械 

計     

（注） ［略］ 

 

（４）やぐらの設置・撤去１基１回当り単価表（ラフテレーンクレーン使用の場合） 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表 7．1 

と び 工  〃   〃 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン運転  

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

最大吊上能力 25t 吊 

日  
表 7．1 

機械賃料 

計     

 

（５）機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項  

大口径ボーリングマシン 図 3．2 機－25 機械損料数量→1.40 

空 気 圧 縮 機 表 3．6 機－16 

燃料消費量→下記のとおりとする。 

規 格 数 量 

21～25.5m3／min 186 

37～41m3／min 378 

機械損料数量→ 1.44 

ダ ウ ン ザ ホ ー ル ハ ン マ 
[空圧式] 

表 3．5 
機－25 機械損料数量→ 1.54 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 

装 着 式 ア ー ス オ ー ガ 

( A 工 法 掘 削 用 ) 

［アースオーガ（油圧式）及び 

モノケ架装］ベースマシン 35t 用 

 

機－15 

運転労務数量→ 1.00 

機械損料数量→ 1.65 

燃料消費量 → 126 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 

( C 工 法 掘 削 用 ) 

［油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第 3 次基準値)］ 

 最大吊上能力 25t 吊 

機－15 

運転労務数量→ 1.00 

機械損料数量→ 1.65 

燃料消費量 → 90 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 

( A ・ C 工 法 掘 削 用 ) 

［油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(2014 年規制)］  

最大吊上能力 70t 吊 

機－18 

運転労務数量→ 1.00 

機械損料数量→ 1.38 

燃料消費量 → 96 

ラフテレーンクレーン 

（鋼管杭・Ｈ形鋼杭等建込用

掘削機組立・分解用） 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

最大吊上能力 25t 吊 

機－18 

運転労務数量→ 1.00 

機械損料数量→ 1.40 

燃料消費量 → 90 

 

 

５．フリューム類据付工 

 

①～⑥ ［略］ 
 

⑦ リフト台車によるプレキャストコンクリート水路据付 
１．～２． [略] 
 

３．機種の選定 

 ３－１ [略] 

 

 ３－２ 吊り下げ機械 



 

   

 

   使用にする吊り下げ機械の機種・規格は、次表を標準とする。 

   表 3．3 機種の選定              （100ｍ2当り） 

材料の質量区分 ラフテレーンクレーン規格 

10.0ｔ／本以下 
油圧伸縮ジブ型 排出ガス対策型（2014 年規制） 低騒音型 

最大吊上能力25ｔ吊 

10.0ｔ／本を超え 

15.0ｔ／本以下 

油圧伸縮ジブ型 排出ガス対策型（2014 年規制） 低騒音型 

最大吊上能力50ｔ吊 

    （注） [略] 

 

 

４．～６． [略] 

 

 

８．道 路 工 

 
① ［略］ 

 

②コンクリート舗装工 
１.［略］ 

 

２．２層仕上げの場合 

 
２－１～２－４［略］ 

 

２－５ 単価表 

（１）［略］ 

 

（２）機械舗設（２車）100ｍ2当り単価表 

名  称 規  格 単位 数 量 摘  要 

世 話 役  人  表2．2 

特 殊 作 業 員  〃   〃  

普 通 作 業 員  〃   〃  

左 官  〃   〃  

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  式2．1 

石 粉 又 は 、 瀝 青 材  ㎏、ℓ   

鉄 網 Ｄ６ 150×150 ｍ2   

補 強 鉄 筋  ㎏   

目 地 (膨張) (収縮) ｍ  
目地材・目地板・スリップバ

ー・チェア等含む 

横 目 地 (膨張) (収縮) 〃   

縦 自 由 縁 部  〃  目地材・目地板等を含む 

   使用にする吊り下げ機械の機種・規格は、次表を標準とする。 

   表 3．3 機種の選定               （100ｍ2当り） 

材料の質量区分 ラフテレーンクレーン規格 

10.0ｔ／本以下 
排出ガス対策型（第１次基準値） 

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

10.0ｔ／本を超え 

15.0ｔ／本以下 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

油圧伸縮ジブ型50ｔ吊 

    （注） [略] 

 

 

４．～６． [略] 

 

 

８．道 路 工 

 
① ［略］ 

 

②コンクリート舗装工 
１.［略］ 

 

２．２層仕上げの場合 

 
２－１～２－４［略］ 

 

２－５ 単価表 

（１）［略］ 

 

（２）機械舗設（２車）100ｍ2当り単価表 

名  称 規  格 単位 数 量 摘  要 

世 話 役  人  表2．2 

特 殊 作 業 員  〃   〃  

普 通 作 業 員  〃   〃  

左 官  〃   〃  

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  式2．1 

石 粉 又 は 、 瀝 青 材  ㎏、ℓ   

鉄 網 Ｄ６ 150×150 ｍ2   

補 強 鉄 筋  ㎏   

目 地 (膨張) (収縮) ｍ  
目地材・目地板・スリップバ

ー・チェア等含む 

横 目 地 (膨張) (収縮) 〃   

縦 自 由 縁 部  〃  目地材・目地板等を含む 



 

   

 

コンクリートスプレッダ運転 
［勾配可変型・ブレード式 ］ 

5.0～8.5ｍ 
h  表2．2 

コンクリートフィニッシャ運転 ［勾配可変式］ 5.0～8.5ｍ 〃   〃 

コンクリートレベラー運転 ［勾配可変式］ 5.0～8.5ｍ 〃   〃 

諸 雑 費  式 １  〃 

計     

 

③ ［略］ 
 

④ ＰＣ橋架設工 
１．・２． [略] 

 
３．トラッククレーンによる架設 
３－１ [略] 

 

 ３－２ トラッククレーンによる架設歩掛 

表 3．1 トラッククレーンによる橋梁下からのＰＣ桁架設歩掛 

桁形式 規格・桁質量 
編成人員(人／日) 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ規格 
１日当り桁架設 

本数(本／日) 橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員 

〔Ａ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

床版橋 

AS-05(2.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

１４ 

AS-06(3.5t) １３ 

AS-07(4.6t) 
１１ 

AS-08(5.3t) 

AS-09(6.7t) １０ 

AS-10(7.5t)  

AS-11(8.2t)  

AS-12(7.4t) 
９ 

AS-13(8.5t) 

AS-14(9.1t) 

 AS-15(10.4t) 

AS-16(11.7t) 

AS-17(13.0t) 

８ 

AS-18(14.3t) 

AS-19(16.2t) 

AS-20(17.0t) 

AS-21(18.6t) 

AS-22(21.0t) 

AS-23(23.0t) 

AS-24(24.8t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

８ 

〔Ｂ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

床版橋 

BS-05(2.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

１４ 

BS-06(3.5t) １３ 

BS-07(4.6t) 
１１ 

BS-08(5.3t) 

BS-09(6.7t) １０ 

BS-10(7.5t) 
 

BS-11(9.1t) 

BS-12(7.9t) 
９ 

BS-13(8.5t) 

BS-14(9.7t) 

 BS-15(11.0t) 

BS-16(11.7t) 

BS-17(13.0t) ８ 

コンクリートスプレッダ運転 
［勾配可変型・ブレード式 ］ 

5.0～8.5ｍ 
h  表2．2 

コンクリートフィニッシャ運転 ［勾配固定式］ 5.0～8.5ｍ 〃   〃 

コンクリートレベラー運転 ［勾配固定式］ 5.0～8.5ｍ 〃   〃 

諸 雑 費  式 １  〃 

計     

 

③ ［略］ 
 

④ ＰＣ橋架設工 
１・２． [略] 

 
３．トラッククレーンによる架設 
 ３－１ [略] 

 

 ３－２ トラッククレーンによる架設歩掛 

表 3．1 トラッククレーンによる橋梁下からのＰＣ桁架設歩掛 

桁形式 規格・桁質量 
編成人員(人／日) 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ規格 
１日当り桁架設 

本数(本／日) 橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員 

〔Ａ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

床版橋 

AS-05(2.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

１４ 

AS-06(3.5t) １３ 

AS-07(4.6t) 
１１ 

AS-08(5.3t) 

AS-09(6.7t) １０ 

AS-10(7.5t)  

AS-11(8.2t)  

AS-12(7.4t) 
９ 

AS-13(8.5t) 

AS-14(9.1t) 

 AS-15(10.4t) 

AS-16(11.7t) 

AS-17(13.0t) 

８ 

AS-18(14.3t) 

AS-19(16.2t) 

AS-20(17.0t) 

AS-21(18.6t) 

AS-22(21.0t) 

AS-23(23.0t) 

AS-24(24.8t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

８ 

〔Ｂ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

床版橋 

BS-05(2.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

１４ 

BS-06(3.5t) １３ 

BS-07(4.6t) 
１１ 

BS-08(5.3t) 

BS-09(6.7t) １０ 

BS-10(7.5t)  

BS-11(9.1t)  

BS-12(7.9t) 
９ 

BS-13(8.5t) 

BS-14(9.7t) 

 BS-15(11.0t) 

BS-16(11.7t) 

BS-17(13.0t) ８ 



 

   

 

BS-18(14.3t) 

BS-19(16.2t) 

BS-20(17.8t) 

BS-21(19.4t) 

BS-22(21.9t) 

BS-23(23.9t) 油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

８ 
BS-24(25.7t) 

〔Ａ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

Ｔ桁橋 

AG-18(16.5t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

７ 
AG-19(18.9t) 

AG-20(20.0t) 
６ 

AG-21(22.5t) 

AG-22(23.6t) 油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

６ 
AG-23(26.4t) 

AG-24(27.5t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

200t吊 

５ 

〔Ｂ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

Ｔ桁橋 

BG-18(17.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

７ 
BG-19(18.9t) 

BG-20(21.5t) 
６ 

BG-21(22.5t) 

BG-22(25.3t) 油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

６ 
BG-23(26.4t) 

BG-24(29.4t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

200t吊 

５ 

 

表 3．2 トラッククレーンによる橋台背面からのＰＣ桁架設歩掛  

桁形式 規格・桁質量 
編成人員(人／日) 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ規格 
１日当り桁架設

本数(本／日) 橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員 

〔Ａ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

床版橋 

 

AS-05(2.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

１５ 

AS-06(3.5t) １３ 

AS-07(4.6t) 
１２ 

AS-08(5.3t) 

AS-09(6.7t) １１ 

AS-10(7.5t) １０ 

AS-11(8.2t) ９ 

AS-12(7.4t) 
１０ 

AS-13(8.5t) 

AS-14(9.1t) 

９ AS-15(10.4t) 

AS-16(11.7t) 

AS-17(13.0t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

９ 

AS-18(14.3t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力 

200t吊 

９ 

AS-19(16.2t) 

AS-20(17.0t) 

AS-21(18.6t) 

AS-22(21.0t) 

AS-23(23.0t) 
８ 

AS-24(24.8t) 

〔Ｂ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

床版橋 

BS-05(2.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

１５ 

BS-06(3.5t) １３ 

BS-07(4.6t) 
１２ 

BS-08(5.3t) 

BS-09(6.7t) １１ 

BS-10(7.5t) １０ 

BS-11(9.1t) ９ 

BS-12(7.9t) 
１０ 

BS-13(8.5t) 

BS-18(14.3t) 

BS-19(16.2t) 

BS-20(17.8t) 

BS-21(19.4t) 

BS-22(21.9t) 

BS-23(23.9t) 油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

８ 
BS-24(25.7t) 

〔Ａ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

Ｔ桁橋 

AG-18(16.5t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

７ 
AG-19(18.9t) 

AG-20(20.0t) 
６ 

AG-21(22.5t) 

AG-22(23.6t) 油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

６ 
AG-23(26.4t) 

AG-24(27.5t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

200t吊 

５ 

〔Ｂ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

Ｔ桁橋 

BG-18(17.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

７ 
BG-19(18.9t) 

BG-20(21.5t) 
６ 

BG-21(22.5t) 

BG-22(25.3t) 油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

６ 
BG-23(26.4t) 

BG-24(29.4t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

200t吊 

５ 

 

表 3．2 トラッククレーンによる橋台背面からのＰＣ桁架設歩掛 

桁形式 規格・桁質量 
編成人員(人／日) 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ規格 
１日当り桁架設

本数(本／日) 橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員 

〔Ａ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

床版橋 

 

AS-05(2.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

１５ 

AS-06(3.5t) １３ 

AS-07(4.6t) 
１２ 

AS-08(5.3t) 

AS-09(6.7t) １１ 

AS-10(7.5t) １０ 

AS-11(8.2t) ９ 

AS-12(7.4t) 
１０ 

AS-13(8.5t) 

AS-14(9.1t) 

９ AS-15(10.4t) 

AS-16(11.7t) 

AS-17(13.0t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

９ 

AS-18(14.3t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力 

200t吊 

９ 

AS-19(16.2t) 

AS-20(17.0t) 

AS-21(18.6t) 

AS-22(21.0t) 

AS-23(23.0t) 
８ 

AS-24(24.8t) 

〔Ｂ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

床版橋 

BS-05(2.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

120t吊 

１５ 

BS-06(3.5t) １３ 

BS-07(4.6t) 
１２ 

BS-08(5.3t) 

BS-09(6.7t) １１ 

BS-10(7.5t) １０ 

BS-11(9.1t) ９ 

BS-12(7.9t) 
１０ 

BS-13(8.5t) 



 

   

 

BS-14(9.7t) 

９ BS-15(11.0t) 

BS-16(11.7t) 

BS-17(13.0t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

９ 

BS-18(14.3t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力 

200t吊 

９ 

BS-19(16.2t) 

BS-20(17.8t) 

BS-21(19.4t) 

BS-22(21.9t) 

BS-23(23.9t) 
８ 

BS-24(25.7t) 

〔Ａ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

Ｔ桁橋 

AG-18(16.5t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力 

200t吊 

７ 
AG-19(18.9t) 

AG-20(20.0t) 

AG-21(22.5t) 

AG-22(23.6t) 

６ AG-23(26.4t) 

AG-24(27.5t) 

〔Ｂ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

Ｔ桁橋 

BG-18(17.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力 

200t吊 

７ 
BG-19(18.9t) 

BG-20(21.5t) 

BG-21(22.5t) 

BG-22(25.3t) 

６ BG-23(26.4t) 

BG-24(29.4t) 

 
３－３ [略] 

 

４．横組工 
４－１ ［略］ 

 

４－２ コンクリート工 

 

４－２－１・４－２－２ ［略］ 

 
４－２－３ コンクリート工歩掛 

   型枠の製作、設置・撤去、コンクリートポンプ車による打設及び養生歩掛は、次表を標準とする。 

表 4．4 コンクリート工歩掛 ［略］ 

（注）１～８．［略］ 

９．プレテンション床版桁の諸雑費は、養生マット及び電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を計上する。 

10・11．［略］ 
 

４－３ ［略］ 

 

４－４ 緊張工 

 ４－４－１・４－４－２ ［略］ 

 

 ４－４－３ 機械器具損料 

 機械器具損料は次表を標準とする。 

 機械器具損料は、次表を標準とする。 
表 4．9 機械器具損料 ［略］ 

(注) Ｈ＝ｎ／Ｎ×Ｋ×１．７  

Ｋ＝１工事の径間数 

ｎ＝１径間片締め本数 

Ｎ＝１日当りの片締め本数 

１日当りの片締め本数は、27 本を標準とする。 

 

BS-14(9.7t) 

９ BS-15(11.0t) 

BS-16(11.7t) 

BS-17(13.0t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力

160t吊 

９ 

BS-18(14.3t) 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力 

200t吊 

９ 

BS-19(16.2t) 

BS-20(17.8t) 

BS-21(19.4t) 

BS-22(21.9t) 

BS-23(23.9t) 
８ 

BS-24(25.7t) 

〔Ａ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

Ｔ桁橋 

AG-18(16.5t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力 

200t吊 

７ 
AG-19(18.9t) 

AG-20(20.0t) 

AG-21(22.5t) 

AG-22(23.6t) 

６ AG-23(26.4t) 

AG-24(27.5t) 

〔Ｂ活荷重〕 

プレテンション 

ＰＣ単純 

Ｔ桁橋 

BG-18(17.9t) 

１ ６ １ 

油圧伸縮ジブ型

最大吊上能力 

200t吊 

７ 
BG-19(18.9t) 

BG-20(21.5t) 

BG-21(22.5t) 

BG-22(25.3t) ６ 

［追加］      

［追加］      

 
３－３ [略] 

 

４．横組工 
４－１ ［略］ 

 

４－２ コンクリート工 

 

  ４－２－１・４－２－２ ［略］ 

 
  ４－２－３ コンクリート工歩掛 

   型枠の製作、設置・撤去、コンクリートポンプ車による打設及び養生歩掛は、次表を標準とする。 

表 4．4 コンクリート工歩掛 ［略］ 

（注）１～８．［略］ 

９．プレテンション床版桁の諸雑費は、養生マット及び電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

10・11．［略］ 

 

４－３ ［略］ 

 

４－４ 緊張工 

 ４－４－１・４－４－２ ［略］ 

 

 ４－４－３ 機械器具損料 

 機械器具損料は次表を標準とする。 

 機械器具損料は、次表を標準とする。 
表 4．9 機械器具損料 ［略］ 

(注) Ｈ＝ｎ／Ｎ×Ｋ×１．７ Ｋ＝１工事の径間数 

ｎ＝１径間片締め本数 

Ｎ＝１日当りの片締め本数 

１日当りの片締め本数は、27 本を標準とする。 

 

 



 

   

 

４－５ 足場工、防護工及び登り桟橋工 

  ４－５－１ 足場工 

(１) 桁下足場 

桁下足場工は、パイプ吊足場を標準とし、足場工費は、次式による。 

なお、工費には側部（朝顔）などの費用も含まれている。 

足場工費＝（（Ｌ１×α）＋（Ｌ２×β）Ｘ＋Ｎｙ）×Ａ （円） 

Ｌ１、Ｌ２：賃料係数 （表 4. 10） 

α：主要部材の基本料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚、足場パイプ φ48.6×1ｍ 1 本、 

足場チェーン φ6×4ｍ 1 本） 

β：主要部材の月当り賃料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚、足場パイプ φ48.6×1ｍ 1本， 

足場チェーン φ6×4ｍ 1 本）［削除］ 

Ｘ：桁下足場を供用している月数（月）  

Ｎ：歩掛係数 （表 4. 10） 

ｙ：橋りょう特殊工単価（円／人） 

Ａ：橋面積 （ｍ2） 

Ａ＝Ｗ×Ｌ （ｍ2） 

Ｗ：全幅員で地覆外縁間距離、壁高欄の場合は壁高欄外縁間距離（ｍ） 

Ｌ：橋長（ｍ） 

（注）Ｎは，橋りょう世話役及び橋りょう特殊工の換算値である。 

 

(２)側部足場 

側部足場工の足場工費は、次式による。 

足場工費＝((1.24×α)＋(0.87×β)Ｘ＋0.27ｙ)×Ｌ （円） 

α：主要部材の基本料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚、足場パイプ φ48.6×1ｍ 1 本） 

β：主要部材の月当り賃料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚、足場パイプ φ48.6×1ｍ 1本） 

Ｘ：側部足場を供用している月数 （月） 

ｙ：橋りょう特殊工単価 （円／人） 

Ｌ：足場総延長 （ｍ） 

   （注）ｙの前数値は、橋りょう世話役及び橋りょう特殊工の換算値である。 

 

(３) 橋台・橋脚回り足場ブラケット工 

橋台・橋脚回り足場ブラケット工の足場工費は、次式による。 

 足場工費＝（（12.68×α）＋（4.76×β）Ｘ＋0.41ｙ）×Ｌ 

α：主要部材の基本料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚，足場パイプ φ48.6×1ｍ 1 本） 

β：主要部材の月当り賃料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚，足場パイプ φ48.6×1ｍ 1本） 

Ｘ：足場ブラケットを供用している月数（月） 

ｙ：橋りょう特殊工単価 （円／人） 

Ｌ：足場総延長 （ｍ） 

足場延長は次式による。 

 １橋脚当り足場延長（ｍ）＝（橋脚幅＋橋脚長）×２ 

               １橋台当り足場延長（ｍ）＝橋台幅＋橋台長×２ 
   （注）ｙの前数値は、橋りょう世話役及び橋りょう特殊工の換算値である。 

 
４－５－２ 防護工 

(１)・(２) ［略］ 
 

(３) ネット防護工 

主桁をトラッククレーンを用いて架設する場合に転落防止及び落下物防止の目的で設置する。 

  ネット防護工費は次式による。 

ネット防護工費＝（（1.19×α）＋（1.19×β）Ｘ＋0.02ｙ）×Ａ 

α：主要部材の基本料 （安全ネット 網目 15ｍｍ 1 枚） 

β：主要部材の月当り賃料 （安全ネット 網目 15ｍｍ 1 枚） 

Ｘ：防護部を供用している月数 （月） 

ｙ：橋りょう特殊工単価 （円／人） 

Ａ：橋面積（ｍ2） 

  Ａ＝全幅員×橋長 

４－５ 足場工、防護工及び登り桟橋工 

  ４－５－１ 足場工 

(１)  桁下足場 

桁下足場工は、パイプ吊足場を標準とし、足場工費は、次式による。 

なお、工費には側部（朝顔）などの費用も含まれている。 

足場工費＝（（Ｌ1×α）＋（Ｌ2×β）Ｘ＋Ｎｙ）×Ａ （円） 

Ｌ１、Ｌ２：賃料係数 （表 4. 10） 

α：主要部材の基本料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚、足場パイプ φ48.6×1ｍ 1 本、 

足場チェーン φ6×4ｍ 1 本） 

β：主要部材の月当り賃料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚、足場パイプ φ48.6×1ｍ 1本， 

足場チェーン φ6×4ｍ 1 本）Ｘ：足場を設置している月数 （月） 

Ｘ：桁下足場の設置月数は、２ヶ月を標準とする。 

Ｎ：歩掛係数 （表 4. 10） 

ｙ：橋りょう特殊工単価（円／人） 

Ａ：橋面積 （ｍ2） 

Ａ＝Ｗ×Ｌ （ｍ2） 

Ｗ：全幅員で地覆外縁間距離、壁高欄の場合は壁高欄外縁間距離（ｍ） 

Ｌ：橋長（ｍ） 

（注）Ｎは，橋りょう世話役及び橋りょう特殊工の換算値である。 

 

(２)側部足場 

側部足場工の足場工費は、次式による。 

足場工費＝(140＋165Ｘ＋0.24ｙ)×Ｌ （円） 

α：主要部材の基本料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚、足場パイプ φ48.6×1ｍ 1 本） 

β：主要部材の月当り賃料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚、足場パイプ φ48.6×1ｍ 1本） 

Ｘ：側部足場を供用している月数 （月） 

ｙ：橋りょう特殊工単価 （円／人） 

Ｌ：足場総延長 （ｍ） 

   （注）ｙの前数値は、橋りょう世話役及び橋りょう特殊工の換算値である。 

 

(３) 橋台・橋脚回り足場ブラケット工 

橋台・橋脚回り足場ブラケット工の足場工費は、次式による。 

 足場工費＝）＝（（12.68×α）＋（4.76×β）Ｘ＋0.41ｙ）×Ｌ 

α：主要部材の基本料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚，足場パイプ φ48.6×1ｍ 1 本） 

β：主要部材の月当り賃料（合板足場板 0.24ｍ×4ｍ 1 枚，足場パイプ φ48.6×1ｍ 1本） 

Ｘ：足場ブラケットを供用している月数（月） 

ｙ：橋りょう特殊工単価 （円／人） 

Ｌ：足場総延長 （ｍ） 

足場延長は下式による。 

 １橋脚当り足場延長（ｍ）＝（橋脚幅＋橋脚長）×２ 

               １橋台当り足場延長（ｍ）＝橋台幅＋橋台長×２ 
   （注）ｙの前数値は、橋りょう世話役及び橋りょう特殊工の換算値である。 

 
４－５－２ 防護工 

(１)(２) ［略］ 
 

(３) ネット防護工 

主桁をトラッククレーンを用いて架設する場合に転落防止及び落下物防止の目的で設置する。 

  ネット防護工費は次式による。 

ネット防護工費＝＝（（1.19×α）＋（1.19×β）Ｘ＋0.02ｙ）×Ａ 

α：主要部材の基本料 （安全ネット 網目 15ｍｍ 1 枚） 

β：主要部材の月当り賃料 （安全ネット 網目 15ｍｍ 1 枚） 

Ｘ：防護部を供用している月数 （月） 

ｙ：橋りょう特殊工単価 （円／人） 

Ａ：橋面積（ｍ2） 

  Ａ＝全幅員×橋長 



 

   

 

   （注）ｙの前数値は，橋りょう世話役及び橋りょう特殊工の換算値である。 

 

４－５－３ ［略］ 

 

 ４－６ 単価表 

 

  （１）～（５） ［略］ 

 

  （６）機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指定事項 

コンクリートポンプ車 
［トラック架装・ブーム式］ 

圧送能力 90～100ｍ3/ｈ 機－３ 

機械損料 1→コンクリートポンプ車 

（［トラック架装・ブーム式］ 

圧送能力 90～110ｍ3/ｈ 

［トラック架装・配管式］ 

圧送能力 90～110ｍ3/ｈ） 

運転労務数量→0.14 

機械損料 2→コンクリート圧送管 

      （径 125mm） 

単位→m・h 

数量→L×1h 

   （注）Ｌはコンクリートポンプ車から作業範囲 30ｍを超えた部分の圧送管延長とする。 

 

５．［略］ 

 
⑤ 防護柵設置工 

１．ガードケーブル設置工 

 

１－１～１－３ ［略］ 

 

１－４ 使用機械 

  中間支柱の打込に使用する機械の機種、規格は次表を標準とする。 

 表1．2 機械の選定 （１日当り） 

作業種別 機 械 名 規  格 単位 台数 

端末支柱 

中間支柱（コンクリート建込） 

ケーブル張 

トラック（クレーン装置付） 
［クレーン装置付］通称 4～

4.5t 積級 吊能力 2.9t 
台 １ 

中間支柱（機械打込） ガードレール支柱打込機 
［モンケン式］、モンケン質

量 400～600kg 
台 １ 

 
１－５ 施工歩掛 

１－５－１ ［略］ 

 
１－５－２ 中間支柱 

中間支柱施工歩掛は、次表を標準とする。 

 表1．4 中間支柱施工歩掛 （100本当り） 

名  称 規  格 単位 
土中・機械打込 コンクリート 

建込 標準型 耐雪型 

世 話 役  人 2.5 2.8 2.9 

特殊作業員  〃 － － 1.0 

普通作業員  〃 5.9 7.1 8.7 

ガードレール支柱打込機運転 
［モンケン式］、モンケン

質量400～600kg 
ｈ 26.8 25.3 － 

トラック（クレーン装置付）運転 
［クレーン装置付］通称4～

4.5t積級 吊能力2.9t 
ｈ － － 16.2 

   （注）ｙの前数値は，橋りょう世話役及び橋りょう特殊工の換算値である。 

 

４－５－３ ［略］ 

 

 ４－６ 単価表 

 

  （１）～（５） ［略］ 

 

（６）［新設］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．［略］ 

 
⑤ 防護柵設置工 

１．ガードケーブル設置工 

 

１－１～１－３ ［略］ 

 

１－４ 使用機械 

  中間支柱の打込に使用する機械の機種、規格は次表を標準とする。 

 表1．2 機械の選定 （１日当り） 

作業種別 機 械 名 規  格 単位 台数 

端末支柱 

中間支柱（コンクリート建込） 

ケーブル張 

トラック（クレーン装置付） 
［クレーン装置付］通称 4～

4.5t 積級 吊能力 2.9t 
台 １ 

中間支柱（機械打込） ガードレール支柱打込機 
［モンケン式］、モンケ質量

400～600kg 
台 １ 

 
１－５ 施工歩掛 

１－５－１ ［略］ 

 

１－５－２ 中間支柱 

中間支柱施工歩掛は、次表を標準とする。 

 表1．4 中間支柱施工歩掛 （100本当り） 

名  称 規  格 単位 
土中・機械打込 コンクリート 

建込 標準型 耐雪型 

世 話 役  人 2.5 2.8 2.9 

特殊作業員  〃 － － 1.0 

普通作業員  〃 5.9 7.1 8.7 

ガードレール支柱打込機運転 
［モンケン式］、モンケ質

量400～600kg 
ｈ 26.8 25.3 － 

トラック（クレーン装置付）運転 
［クレーン装置付］通称4～

4.5t積級 吊能力2.9t 
ｈ － － 16.2 



 

   

 

諸雑費  ％ － 12 3 

（注） [略] 

 
１－５－３ ［略］ 

 
１－６ ［略］ 

 
１－７ 単価表 

（１）［略］ 

 

  （２）中間支柱建込（機械打込）100本当り単価表 

名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

世 話 役  人  表1．4 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

中 間 支 柱  本 100  

根巻きコンクリートブロック  個 100 機械打込（耐雪型）のみ 

ガードレール支柱打込機運転 
［モンケン式］、モンケン

質量400～600kg 
ｈ  表1．4 機械打込のみ 

トラック（クレーン装置付）運転 
［クレーン装置付］通称 4

～4.5t積級 吊能力2.9t 
ｈ  表1．4 コンクリート建込のみ 

諸 雑 費  ％ 
12 機械打込（耐雪型）のみ 

3 コンクリート建込のみ 

計     

 

  （３）［略］ 

 

  （４）機械運転単価表 

作業種別 機 械 名 規  格 
適用単価

表 
指定事項 

端末支柱 

中間支柱・コンクリート建込 

ケーブル張 

トラック 

（クレーン装置付） 

［クレーン装置付］通称 

4～4.5t積級 吊能力2.9t 
機－１  

中間支柱（機械打込） 
ガードレール 

支柱打込機 

［モンケン式］、モンケン質

量400～600kg 
機－６  

 

 

９．ほ場整備工 

 
①～④ ［略］ 
 

⑤ 暗渠排水工 
１．・２． ［略］ 
 

３．機種の選定 

３－１～３－３ ［略］ 

 

３－４ 小運搬機械 

小運搬に使用する機種、規格は次表を標準とする。 

 表 3．4 機種の選定 

資 材 名 機 械 名 規  格 

暗渠排水管（定尺管） 不整地運搬車 排出ガス対策型(第２次基準値) 

諸雑費  ％ － 12 3 

（注） [略] 

 
１－５－３ ［略］ 

 

１－６ ［略］ 

 
１－７ 単価表 

（１）［略］ 

 

  （２）中間支柱建込（機械打込）100本当り単価表 

名  称 規  格 単位 数量 摘  要 

世 話 役  人  表1．4 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

中 間 支 柱  本 100  

根巻きコンクリートブロック  個 100 機械打込（耐雪型）のみ 

ガードレール支柱打込機運転 
［モンケン式］、モンケ 

質量400～600kg 
ｈ  表1．4 機械打込のみ 

トラック（クレーン装置付）運転 
［クレーン装置付］通称 4

～4.5t積級 吊能力2.9t 
ｈ  表1．4 コンクリート建込のみ 

諸 雑 費  ％ 
12 機械打込（耐雪型）のみ 

3 コンクリート建込のみ 

計     

 

  （３）［略］ 

 

  （４）機械運転単価表 

作業種別 機 械 名 規  格 
適用単価

表 
指定事項 

端末支柱 

中間支柱・コンクリート建込 

ケーブル張 

トラック 

（クレーン装置付） 

［クレーン装置付］通称 

4～4.5t積級 吊能力2.9t 
機－１  

中間支柱（機械打込） 
ガードレール 

支柱打込機 

モンケン式 

400～600kg 
機－６  

 

 

９．ほ場整備工 

 
①～④ ［略］ 
 

⑤ 暗渠排水工 
１．・２． ［略］ 
 

３．機種の選定 

３－１～３－３ ［略］ 

 

３－４ 小運搬機械 

小運搬に使用する機種、規格は次表を標準とする。 

 表 3．4 機種の選定 

資 材 名 機 械 名 規  格 

暗渠排水管（定尺管） 不整地運搬車 排出ガス対策型(第２次基準値) 



 

   

 

土管・陶管 

もみ殻、粗朶類 

（クローラ型） 油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式通称 2.0t 積級 

暗渠排水管（ロール管） 

砕石 

不整地運搬車 

（クローラ型） 

排出ガス対策型(2014 年規制) 

油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

通称 2.0～3.0t 積級 

（注） ［略］ 

 

４．施工歩掛 
４－１ ［略］ 

 

４－２ 小運搬 

  ４－２－１ ［略］ 

 

  ４－２－２ 機械小運搬（不整地運搬車） 

（１）日当り施工量 

     機械小運搬（不整地運搬車）の日当り施工量は、次表を標準とする。 

                                表 4．6 日当り施工量                      （1 日当り） 

資材名 規  格 単位 

運搬距離 

50m 以下 
50m を超え 

100m 以下 

100m を超え 

150m 以下 

暗渠排水管 

(定尺管) 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

通称 2.0t 積級 

ｍ － 3,310 3,160 

暗渠排水管 

(ロール管) 

排出ガス対策型(2014 年規制) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

通称 2.0～3.0t 積級 

〃 2,580 2,240 1,890 

土管・陶管 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

通称 2.0t 積級 

ton  7.2 6.6 6.0 

も み 殻 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

通称 2.0t 積級 

ｍ3 110 94.4 78.8 

砕  石 

排出ガス対策型(2014 年規制) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

通称 2.0～3.0t 積級 

〃 38.5 32.9 27.2 

粗 朶 類 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

通称 2.0t 積級 

〃 155 137 120 

（注） ［略］ 

 

（２） ［略］ 

 

５．単価表 
（１）～（３） ［略］ 

 

（４）機械小運搬（不整地運搬車）１日当り単価表 

名  称 規  格 単位 数  量 摘  要 

不 整 地 運 搬 車 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

運 転 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式通称 2.0t 積級 

又は排出ガス対策型(2014 年規制) 
油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式通称 2.0～3.0t 積級 

日 1.0 表 4．6 

普 通 作 業 員  人 
労務数×Ｄ／10 

又は 100 
表 4．7 

計     

（注） ［略］ 

 

土管・陶管 

もみ殻、粗朶類 

（クローラ型） 油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式積載質量通称 2.0t 積級 

暗渠排水管（ロール管） 

砕石 

不整地運搬車 

（クローラ型） 

排出ガス対策型(2014 年規制) 

油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式積載質量 

通称 2.0～3.0t 積級 

（注） ［略］ 

 

４．施工歩掛 
４－１ ［略］ 

 

４－２ 小運搬 

  ４－２－１ ［略］ 

 

  ４－２－２ 機械小運搬（不整地運搬車） 

（１）日当り施工量 

     機械小運搬（不整地運搬車）の日当り施工量は、次表を標準とする。 

                                表 4．6 日当り施工量                      （1 日当り） 

資材名 規  格 単位 

運搬距離 

50m 以下 
50m を超え 

100m 以下 

100m を超え 

150m 以下 

暗渠排水管 

(定尺管) 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

積載質量通称 2.0t 積級 

ｍ － 3,310 3,160 

暗渠排水管 

(ロール管) 

排出ガス対策型(2014 年規制) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

積載質量通称 2.0～3.0t 積級 

〃 2,580 2,240 1,890 

土管・陶管 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

積載質量通称 2.0t 積級 

ton  7.2 6.6 6.0 

も み 殻 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

積載質量通称 2.0t 積級 

ｍ3 110 94.4 78.8 

砕  石 

排出ガス対策型(2014 年規制) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

積載質量通称 2.0～3.0t 積級 

〃 38.5 32.9 27.2 

粗 朶 類 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

クローラ型油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

積載質量通称 2.0t 積級 

〃 155 137 120 

（注） ［略］ 

 

（２） ［略］ 

 

５．単価表 
（１）～（３） ［略］ 

 

（４）機械小運搬（不整地運搬車）１日当り単価表 

名  称 規  格 単位 数  量 摘  要 

不 整 地 運 搬 車 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

運 転 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式積載質量通称 2.0t 積級 

又は排出ガス対策型(2014 年規制) 
油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式積載質量通称 2.0～3.0t 積級 

日 1.0 表 4．6 

普 通 作 業 員  人 
労務数×Ｄ／10 

又は 100 
表 4．7 

計     

（注） ［略］ 

 



 

   

 

（５）機械運転単価表 

機 械 名 規  格 適用単価表 指 定 事 項 

ト レ ン チ ャ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

自走式・普通型 

35kW 

機－１８ 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→33 

機械損料数量→1.52 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

排出ガス対策型 

(第３次基準値) 

  

バケット容量 0.28ｍ3 

 

〃 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→34 

機械損料数量→1.66 

不 整 地 運 搬 車 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

 

油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

通称 2.0t 積級 

機－２８ 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→14 

機械賃料数量→1.55 

不 整 地 運 搬 車 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

排出ガス対策型 

(2014 年規制) 

 

油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

通称 2.0～3.0t 積級 

機－１８ 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→16 

機械損料数量→1.57 

 

⑥ ［略］ 

 

１０．農地造成工 

 
①～⑦ ［略］ 
 

⑧ 石礫除去工（人力） 
１．・２． ［略］ 
 

３．機種の選定 
  施工機械は、次表を標準とする。 

表 3．1 機種の選定 

機 械 名 規  格 

不 整 地 運 搬 車 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

油圧ダンプ式通称 2.0t 積級 

 

４． ［略］ 
 

５．単価表 
  （１）石礫除去工 10ａ当り単価表 

名  称 規  格 単位 数 量 摘  要 

不 整 地 運 搬 車 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

運 転 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

油圧ダンプ式通称 2.0t 積級 
日  表 4．1 

普 通 作 業 員  人   〃 

計     

 

  （２）機械運転単価表 

機 械 名 規  格 
適用単

価表 
指 定 事 項 

（５）機械運転単価表 

機 械 名 規  格 適用単価表 指 定 事 項 

ト レ ン チ ャ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

自走式・普通型 

35kW 

機－１８ 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→33 

機械損料数量→1.52 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

排出ガス対策型 

(第３次基準値) 

  

バケット容量 0.28ｍ3 

 

〃 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→34 

機械損料数量→1.66 

不 整 地 運 搬 車 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

 

油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

積載質量通称 2.0t 積級 

機－２８ 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→14 

機械賃料数量→1.55 

不 整 地 運 搬 車 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

 

油圧ﾀﾞﾝﾌﾟ式 

積載質量通称 2.0～3.0t 積級 

機－１８ 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→16 

機械損料数量→1.57 

 

⑥ ［略］ 

 

１０．農地造成工 

 
①～⑦ ［略］ 
 

⑧ 石礫除去工（人力） 
１．・２． ［略］ 
 

３．機種の選定 
  施工機械は、次表を標準とする。 

表 3．1 機種の選定 

機 械 名 規  格 

不 整 地 運 搬 車 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

油圧ダンプ式積載質量通称 2.0t 積級 

 

４． ［略］ 
 

５．単価表 
  （１）石礫除去工 10ａ当り単価表 

名  称 規  格 単位 数 量 摘  要 

不 整 地 運 搬 車 

( ク ロ ー ラ 型 ) 

運 転 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

油圧ダンプ式積載質量通称 2.0t 積級 
日  表 4．1 

普 通 作 業 員  人   〃 

計     

 

  （２）機械運転単価表 

機 械 名 規  格 
適用単

価表 
指 定 事 項 



 

   

 

不整地運搬車 

(クローラ型) 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

油圧ダンプ式 

通称 2.0t 積級 

機－２

８ 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→18 

機械賃料数量→1.75 

 

⑨～⑪ ［略］ 
 

 

１６．仮 設 工 

 
①～⑫ ［略］ 

 
 

⑬ 仮橋・仮桟橋工 

１．～３ [略] 
 

４. 施工歩掛 

 ４－１ [略] 

 

４－２ 

４－２－１・４-２－２［略］ 

 

４－２－３ 定規工（導杭・導枠） 

（１）［略］ 

 

（２）導枠設置・撤去工 
導枠設置・撤去工は、次表を標準とする。 

                  表4．17 導枠設置・撤去工歩掛           （杭橋脚打込み10本当り） 

名  称 規  格 単位 数  量 摘  要 

世 話 役  人 0.25  

と び 工  〃 1.1  

普 通 作 業 員  〃 0.22  

ｸ ﾛ ｰ ﾗ ｸ ﾚ ｰ ﾝ 

運 転 
最大吊上能力○○ｔ吊 日 0.42  

諸 雑 費 率  ％ 20  

（注） [略] 

 

 ４－３ 日当たり施工量 
                    表 4．18 日当たり施工量               （日当たり） 

工 程 設 置 撤 去 摘 要 

上部工（H 形鋼主桁） 12 ｔ 14 ｔ 主桁、横桁の質量 

上部工 (仮設鈑桁 ) 10 ｔ 12 ｔ 主桁、横桁の質量 

覆 工 板 97 m2 151 m2 覆工板の面積 

高欄(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ型) 23 m 38 m 高欄の延長 

高欄(単管ﾊﾟｲﾌﾟ型) 41 m 78 m   〃 

橋 脚 6 t 8 t 注）２ 

杭 橋 脚 7 t 12 t 注）３ 

導 枠 23 本（設置・撤去） 本：杭橋脚打込１本当たり 
 

不整地運搬車 

(クローラ型) 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

油圧ダンプ式積載質量 

通称 2.0t 積級 

機－２

８ 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→18 

機械賃料数量→1.75 

 

⑨～⑪ ［略］ 
 

 

１６．仮 設 工 

 
①～⑫ ［略］ 

 
 

⑬ 仮橋・仮桟橋工 

１．～３ [略] 
 

４. 施工歩掛 

 ４－１ [略] 

 

４－２ 

４－２－１・４-２－２［略］ 

 

４－２－３ 定規工（導杭・導枠） 

（１）［略］ 

 

（２）導枠設置・撤去工 
導枠設置・撤去工は、次表を標準とする。 

                  表4．17 導枠設置・撤去工歩掛           （杭橋脚打込み10本当り） 

名  称 規  格 単位 数  量 摘  要 

世 話 役  人 0.25  

と び 工  〃 11.1  

普 通 作 業 員  〃 0.22  

ｸ ﾛ ｰ ﾗ ｸ ﾚ ｰ ﾝ 

運 転 
最大吊上能力○○ｔ吊 日 0.42  

諸 雑 費 率  ％ 20  

（注） [略] 

 

 ４－３ 日当たり施工量 
                    表 4．16 日当たり施工量               （日当たり） 

工 程 設 置 撤 去 摘 要 

上 部 工 13 ｔ 17 ｔ 主桁、横桁の質量 

［ 追 加 ］    

覆 工 板 109 m2 185 m2 覆工板の面積 

高欄(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ型) 24 m 40 m 高欄の延長 

高欄(単管ﾊﾟｲﾌﾟ型) 41 m 78 m   〃 

橋 脚 8 t 10 t 注）２ 

杭 橋 脚 7 t 12 t 注）３ 

導 枠 28 本（設置・撤去） 本：杭橋脚打込１本当たり 
 



 

   

 

５． [略] 
 

⑭ 道路補修 
１．～３． [略] 
 

４．施工歩掛 

道路補修歩掛は、次表を標準とする。 

表 4．1 道路補修歩掛              （100ｍ2当り） 

機種・規格 稼働時間（日） 世話役（人） 普通作業員（人） 

バックホウ（クローラ型） 

超低騒音型・排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

バケット容量0.28m3 

0.08 0.04 0.10 

    （注） [略] 

 

５．単価表 
（１）道路補修一路線当り単価表 

名  称 規  格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表 4. 1 

普 通 作 業 員  人  表 4. 1 

補 足 材  ｍ3  式 3. 1 

バックホウ（クロー

ラ 型 ） 運 転 

超低騒音型・排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

バケット容量 0.28m3 

日  表 4. 1 

計     

 
（２）機械運転単価表 

機械名 規  格 適用単価表 指 定 事 項 

バックホウ（クロー

ラ 型 ） 

超低騒音型・排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

バケット容量 0.28m3 

機－２８ 

運転労務数量 → 1.00 

燃 料 消 費 量 → 35 

機械賃料数量 → 1.11 

 

 

 

５． [略] 
 

⑭ 道路補修 
１．～３． [略] 
 

４．施工歩掛 

道路補修歩掛は、次表を標準とする。 

表 4．1 道路補修歩掛              （100ｍ2当り） 

機種・規格 稼働時間（日） 世話役（人） 普通作業員（人） 

バックホウ（クローラ型） 

標 準 ・ ク レ ー ン 機 能 付 き 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

バケット容量0.28m3 

0.08 0.04 0.10 

    （注） [略] 

 

５．単価表 
（１）道路補修一路線当り単価表 

名  称 規  格 単位 数量 摘 要 

世 話 役  人  表 4. 1 

普 通 作 業 員  人  表 4. 1 

補 足 材  ｍ3  式 3. 1 

バックホウ（クロー

ラ 型 ） 運 転 

標 準 ・ ク レ ー ン 機 能 付 き 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

バケット容量 0.28m3 

日  表 4. 1 

計     

 
（２）機械運転単価表 

機械名 規  格 適用単価表 指 定 事 項 

バックホウ（クロー

ラ 型 ） 

標 準 ・ ク レ ー ン 機 能 付 き 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

バケット容量 0.28m3 

機－２８ 

運転労務数量 → 1.00 

燃 料 消 費 量 → 35 

機械賃料数量 → 1.11 

 
 
 

      

 



 

○ 土地改良事業等請負工事の積算参考歩掛（平成 15 年３月 28 日 14 農振第 2694 号農村振興局整備部長通知）一部改正新旧対照表 正誤表 
（下線部は改正部分） 

正 誤 
  

 

７．道 路 工 

 

①・② ［略］ 
 

③ 砂利舗装工 
 

１．～５． [略] 

 
６．単価表 

（１）砂利舗装工（機械） 100ｍ2当り単価表 

名  称 規  格 単位 数  量 摘  要 

世 話 役  人  表 4．2 

普 通 作 業 員  〃  〃 

舗 設 材  ｍ3  式 5．1 

バ ッ ク ホ ウ 

（クローラ型）運転 

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

バケット容量0.28ｍ3 

ｈ  表 4．2 

小 型 バ ッ ク ホ ウ 

（クローラ型）運転 

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

バケット容量0.13ｍ3 

日  〃 

振 動 ロ ー ラ 運 転 

排出ガス対策型 

（第３次基準値） 

コンバインド型 

３～４t 

〃  
表 4．4 

必要に応じて計上する 

〃 
ハンドガイド式 

0.5～0.6t 
〃  〃 

計     

 
（２） [略] 

 
（３）機械運転単価表 

機 械 名 規  格 
適用 
単価表 

指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 

（クローラ型） 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

バケット容量0.28ｍ3 
機－１ 

 

小型バックホウ 

（クローラ型） 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

バケット容量0.13ｍ3 
機－３０ 運転時間＝5.7ｈｒ／日 

振 動 ロ ー ラ 
排出ガス対策型（第３次基準値） 

コンバインド型 ３～４t 
機－２８ 

運転労務数量 

燃 料 消 費 量 

機械賃料数量 

→1.00 

→21 

→2.38 

〃 ハンドガイド式 0.5～0.6t 機－３１ 

運転労務数量 

燃 料 消 費 量 

機械賃料数量 

→1.00 

→4.1 

→1.59 
 

  

７．道 路 工 

 

①・② ［略］ 
 

③ 砂利舗装工 
 

１．～５． [略] 

 
６．単価表 

  （１）砂利舗装工（機械） 100ｍ2当り単価表 

名  称 規  格 単位 数  量 摘  要 

世 話 役  人  表 4．2 

普 通 作 業 員  〃  〃 

舗 設 材  ｍ3  式 5．1 

バ ッ ク ホ ウ 

（クローラ型）運転 

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

バケット容量0.28ｍ3 

ｈ  表 4．2 

小 型 バ ッ ク ホ ウ 

（クローラ型）運転 

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

バケット容量0.13ｍ3 

日  〃 

振 動 ロ ー ラ 運 転 

排出ガス対策型 

（第３次基準値） 

コンバインド型 

３～５t 

〃  
表 4．4 

必要に応じて計上する 

〃 
ハンドガイド式 

0.5～0.6t 
〃  〃 

計     

 
（２） [略] 

 
（３）機械運転単価表 

機 械 名 規  格 
適用 
単価表 

指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 

（クローラ型） 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

バケット容量0.28ｍ3 
機－１ 

 

小型バックホウ 

（クローラ型） 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

バケット容量0.13ｍ3 
機－３０ 運転時間＝5.7ｈｒ／日 

振 動 ロ ー ラ 
排出ガス対策型（第３次基準値） 

コンバインド型 ３～５t 
機－２８ 

運転労務数量 

燃 料 消 費 量 

機械賃料数量 

→1.00 

→21 

→2.38 

〃 ハンドガイド式 0.5～0.6t 機－３１ 

運転労務数量 

燃 料 消 費 量 

機械賃料数量 

→1.00 

→4.1 

→1.59 
 

   

 



 

○ 土地改良事業等請負工事積算基準等の運用について（平成 13 年３月 22 日 12 農振第 1686 号農村振興局整備部長通知）一部改正新旧対照表 正誤表 
（下線部は改正部分） 

正 誤 
  

Ⅲ．土地改良事業等請負工事共通仮設費算定基準の運用事項 

 

第３ 運搬費、準備費、安全費、役務費、技術管理費及び営繕費の積算方法 

１．［略］ 

 

２．共通仮設費率及び現場管理費率の補正 

 

 処分費等を含む場合の積算方法を示されたい。 

 

処分費等を含む工事の積算は、当該処分費等を直接工事費、事業損失防止施設費、準備費に計上し、間接工事費等

の積算は、工事費下表のとおりとする。 

区   分 

処分費等が共通仮設費対象金額の３％

以下でかつ処分費等が３千万円以下の

場合 

処分費等が共通仮設費対象金額の３％を超え

る場合、または処分費等が３千万円を超える

場合 

共通仮設費 

現場管理費 

一般管理費

等 

処分費等は全額を率の対象とする。 

処分費等は共通仮設費対象金額の３％の金額

を率計算の対象とし、３％を超える金額は率

計算の対象としない。ただし、対象とする金

額は３千万円を上限とする。 

（注）１．表中の処分費等は事業損失防止施設費、準備費に含まれる処分費を含む。（準備費に含まれる処分費

は、伐開、除根等に伴うものである。） 

２．［略］  

 

３．積上げ計算による算定 

 運搬費の積み上げ計算方法について示されたい。 

 

１． ［略］ 

基本運賃料金表                  （単位：円／ｔ） 

製品長 

距離 12ｍ以内 12ｍ超～15ｍ以内 15ｍ超 

10 ㎞まで 

20  〃 

30  〃 

40  〃 

50  〃 

4,530 (4,210) 

4,690 (4,380) 

5,010 (4,710) 

5,340 (4,990) 

5,690 (5,340) 

4,970 (4,660) 

5,230 (4,950) 

5,570 (5,190) 

5,920 (5,570) 

6,320 (5,870) 

7,480 (6,450) 

7,950 (6,810) 

8,450 (7,180) 

8,940 (7,620) 

9,490 (8,020) 

60  〃 

70  〃 

80  〃 

90  〃 

100 〃 

6,050 (5,610) 

6,470 (6,060) 

6,820 (6,340) 

7,190 (6,750) 

7,610 (7,000) 

6,750 (6,270) 

7,180 (6,640) 

7,570 (7,050) 

8,000 (7,380) 

8,450 (7,770) 

10,000 (8,480) 

10,600 (8,950) 

11,100 (9,450) 

11,800 (9,910) 

12,400 (10,300) 

110  〃 

120  〃 

130  〃 

140  〃 

150 〃 

8,010 (7,460) 

8,350 (7,560) 

8,770 (8,170) 

9,160 (8,280) 

9,470 (8,660) 

8,880 (8,200) 

9,250 (8,450) 

9,700 (8,950) 

10,000 (9,250) 

10,400 (9,480) 

13,000 (10,900) 

13,600 (11,300) 

14,200 (11,900) 

14,800 (12,300) 

15,400 (12,700) 

 Ⅲ．土地改良事業等請負工事共通仮設費算定基準の運用事項 

 

第３ 運搬費、準備費、安全費、役務費、技術管理費及び営繕費の積算方法 

１．［略］ 

 

２．共通仮設費率及び現場管理費率の補正 

 

 処分費等を含む場合の積算方法を示されたい。 

 

処分費等を含む工事の積算は、当該処分費等を直接工事費、事業損失防止施設費、準備費に計上し、間接工事費等の

積算は、工事費下表のとおりとする。 

区   分 

処分費等が共通仮設費対象金額の３％

以下でかつ処分費等が３千万円以下の

場合 

処分費等が共通仮設費対象金額の３％を超え

る場合、または処分費等が３千万円を超える

場合 

共通仮設費 

現場管理費 

一般管理費

等 

処分費等は全額を率の対象とする。 

処分費等は共通仮設費対象金額の３％の金額

を率計算の対象とし、３％を超える金額は率

計算の対象としない。ただし、対象とする金

額は３千万円を上限とする。 

（注）１．表中の処分費等は準備費に含まれる処分費を含む。（準備費に含まれる処分費は、伐開、除根等に伴う

ものである。） 

２．［略］  

 

３．積上げ計算による算定 

 運搬費の積み上げ計算方法について示されたい。 

 

１． ［略］ 

基本運賃料金表                  （単位：円／ｔ） 

製品長 

距離 12ｍ以内 12ｍ超～15ｍ以内 15ｍ超 

10 ㎞まで 

20  〃 

30  〃 

40  〃 

50  〃 

4,530 (4,210) 

4,690 (4,380) 

5,010 (4,710) 

5,340 (4,990) 

5,690 (5,340) 

4,970 (4,660) 

5,230 (4,950) 

5,570 (5,190) 

5,920 (5,570) 

6,320 (5,870) 

7,480 (6,450) 

7,950 (6,810) 

8,450 (7,180) 

8,940 (7,620) 

9,490 (8,020) 

60  〃 

70  〃 

80  〃 

90  〃 

100 〃 

6,060 (5,610) 

6,470 (6,060) 

6,820 (6,340) 

7,190 (6,750) 

7,610 (7,000) 

6,750 (6,270) 

7,180 (6,640) 

7,570 (7,060) 

8,000 (7,380) 

8,450 (7,770) 

10,000 (8,480) 

10,600 (8,950) 

11,100 (9,450) 

11,800 (9,910) 

12,400 (10,300) 

110  〃 

120  〃 

130  〃 

140  〃 

150 〃 

8,010 (7,460) 

8,350 (7,560) 

8,770 (8,170) 

9,160 (8,280) 

9,470 (8,660) 

8,880 (8,200) 

9,250 (8,450) 

9,700 (8,950) 

10,000 (9,250) 

10,400 (9,480) 

13,000 (10,900) 

13,600 (11,300) 

14,200 (11,900) 

14,800 (12,300) 

15,400 (12,700) 



 

160  〃 

170 〃 

180 〃 

190 〃 

200 〃 

9,870 (8,860) 

10,200 (9,270) 

10,500 (9,340) 

10,900 (9,780) 

11,400 (10,000) 

10,800 (9,850) 

11,200 (10,100) 

11,600 (10,400) 

12,100 (10,700) 

12,600 (11,000) 

15,900 (13,100) 

16,600 (13,700) 

17,100 (14,000) 

17,900 (14,600) 

18,600 (15,000) 

200 ㎞を超え 20

㎞までを増すご

とに 

780 (665) 925 (764) 1,330 (1,050) 

注）１～３． ［略］ 

 

 

 
 

 

160  〃 

170 〃 

180 〃 

190 〃 

200 〃 

9,870 (8,860) 

10,200 (9,270) 

10,500 (9,340) 

10,900 (9,780) 

11,400 (10,000) 

10,800 (9,850) 

11,200 (10,100) 

11,600 (10,400) 

12,100 (10,700) 

12,600 (11,000) 

15,900 (13,100) 

16,600 (13,700) 

17,100 (14,000) 

17,900 (14,600) 

18,600 (15,000) 

200 ㎞を超え 20

㎞までを増すご

とに 

780 (665) 925 (764) 1,330 (1,050) 

注）１～３． ［略］ 

 
 

 

   

 



 

○ 施工パッケージ型積算方式の試行について（平成 28 年３月 29 日 27 農振第 2234 号農村振興局整備部長通知別添）一部改正新旧対照表 正誤表 
（下線部は改正部分） 

正 誤 
  

７．道 路 工 

 
①安定処理工 
 

１・２． [略] 

 
３．施工パッケージ 

３－１ 安定処理 

 （１）［略］ 

 

 （２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 
表 3．3 安定処理 代表機労材規格一覧 

使用機種 
施工 

箇所 
項  目 代表機労材規格 備  考 

スタビライザ － 

機械 

Ｋ1 

スタビライザ（路床改良用)［排

出ガス対策型（第２次基準値）］ 

混合幅 2.0ｍ 混合深さ 0.6ｍ 

混合深さ 0.6ｍ以下

の場合 

スタビライザ（路床改良用)［排

出ガス対策型（第２次基準値）］ 

混合幅 2.0ｍ 混合深さ 1.2ｍ 

混合深さ 0.6ｍを超

え１ｍ以下の場合 

Ｋ2 

バックホウ（クローラ型）［標準

型・超低騒音型・クレーン機能付]

排出ガス対策型（第３次基準値）

バケット容量 0.45ｍ3 

吊能力 2.9ｔ 

賃料 

Ｋ3 

ブルドーザ湿地［低騒音型・排

出ガス対策型（第２次基準

値）］通称７ｔ級 

賃料 

労務 

Ｒ1 運転手（特殊）  

Ｒ2 普通作業員  

Ｒ3 土木一般世話役  

Ｒ4 －  

材料 

Ｚ1 
セメント系固化材 特殊土用・フ

レコン・１トンパック 

 

Ｚ2 軽油 パトロール給油  

Ｚ3 －  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

（つづく） 

（つづき） 

使用機種 
施工 

箇所 
項  目 代表機労材規格 備  考 

バックホウ 路床 機械 

Ｋ1 

バックホウ（クローラ型）［標準型・超

低騒音型・クレーン機能付] 排出ガス

対策型（2014 年規制） バケット容量

0.5ｍ3 吊能力 2.9ｔ 

賃料 

Ｋ2 

タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排

出ガス対策型（第３次基準値）］質量８

～20ｔ 

賃料 

 
７．道 路 工 

 
①安定処理工 
 

１・２． [略] 

 
３．施工パッケージ 

３－１ 安定処理 

 （１）［略］ 

 

 （２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 
表 3．3 安定処理 代表機労材規格一覧 

使用機種 
施工 

箇所 
項  目 代表機労材規格 備  考 

スタビライザ － 

機械 

Ｋ1 

スタビライザ（路床改良用)［排

出ガス対策型（第２次基準値）］ 

混合幅 2.0ｍ 混合深さ 0.6ｍ 

混合深さ 0.6ｍ以下

の場合 

スタビライザ（路床改良用)［排

出ガス対策型（第２次基準値）］ 

混合幅 2.0ｍ 混合深さ 1.2ｍ 

混合深さ 0.6ｍを超

え１ｍ以下の場合 

Ｋ2 

バックホウ（クローラ型）［標準

型・超低騒音型・クレーン機能付]

排出ガス対策型（第３次基準値）

バケット容量 0.45ｍ3 

吊能力 2.9ｔ 

賃料 

Ｋ3 

ブルドーザ湿地［低騒音型・排

出ガス対策型（第２次基準

値）］通称７ｔ級 

賃料 

労務 

Ｒ1 運転手（特殊）  

Ｒ2 普通作業員  

Ｒ3 土木一般世話役  

Ｒ4 －  

材料 

Ｚ1 
セメント系固化材 特殊土用・フ

レコン・１トンパック 

 

Ｚ2 軽油 パトロール給油  

Ｚ3 －  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

（つづく） 

（つづき） 

使用機種 
施工 

箇所 
項  目 代表機労材規格 備  考 

バックホウ 路床 機械 

Ｋ1 

バックホウ（クローラ型）［標準型・超

低騒音型・クレーン機能付] 排出ガス

対策型（2014 年規制） バケット容量

0.5ｍ3 吊能力 2.9ｔ 

賃料 

Ｋ2 

タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排

出ガス対策型（第３次基準値）］質量８

～20ｔ 

賃料 



 

Ｋ3 

振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバイ

ンド式・超低騒音型・排出ガス対策型

（第３次基準値）］質量３～４t 

賃料 

労務 

Ｒ1 運転手（特殊）  

Ｒ2 普通作業員  

Ｒ3 土木一般世話役  

Ｒ4 －  

材料 

Ｚ1 
セメント系固化材 特殊土用・ 

フレコン・１トンパック 

 

Ｚ2 軽油 パトロール給油  

Ｚ3 －  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

バックホウ 
構造物 

基 礎 

機械 

Ｋ1 

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低

騒音型・クレーン機能付] 排出ガス対策

型（2014年規制）バケット容量 0.8ｍ3 

吊能力2.9ｔ 

賃料 

Ｋ2 
振動ローラ（舗装用）［ハンドガイド

式・低騒音型］質量 0.6～0.7ｔ 
賃料 

Ｋ3 －  

労務 

Ｒ1 土木一般世話役  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 普通作業員  

材料 

Ｚ1 
セメント系固化材 特殊土用・ 

フレコン・１トンパック 

 

Ｚ2 軽油 パトロール給油  

Ｚ3 －  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

    （注） [略] 

② 路盤工 

 

１．・２． ［略］ 

 

３．施工パッケージ 
 

３－１・３－２ ［略］ 

 

３－３ 下層路盤（歩道部） 

（１） ［略］ 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 
表 3．10 下層路盤（歩道部） 代表機労材規格一覧 

項  目 代表機労材規格 備  考 

機械 

Ｋ1 

小型バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒

音型・排出ガス対策型（第３次基準値）］ 

バケット容量 0.09ｍ3 

 

Ｋ2 
振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバインド式・超低騒音型・

排出ガス対策型（第３次基準値）］質量３～４ｔ 

賃料 

Ｋ3 －  

労務 
Ｒ1 運転手（特殊）  

Ｒ2 特殊作業員  

Ｋ3 

振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバイ

ンド式・超低騒音型・排出ガス対策型

（第３次基準値）］質量３～５t 

賃料 

労務 

Ｒ1 運転手（特殊）  

Ｒ2 普通作業員  

Ｒ3 土木一般世話役  

Ｒ4 －  

材料 

Ｚ1 
セメント系固化材 特殊土用・ 

フレコン・１トンパック 

 

Ｚ2 軽油 パトロール給油  

Ｚ3 －  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

バックホウ 
構造物 

基 礎 

機械 

Ｋ1 

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低

騒音型・クレーン機能付] 排出ガス対策

型（2014年規制）バケット容量 0.8ｍ3 

吊能力2.9ｔ 

賃料 

Ｋ2 
振動ローラ（舗装用）［ハンドガイド

式・低騒音型］質量 0.6～0.7ｔ 
賃料 

Ｋ3 －  

労務 

Ｒ1 土木一般世話役  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 普通作業員  

材料 

Ｚ1 
セメント系固化材 特殊土用・ 

フレコン・１トンパック 

 

Ｚ2 軽油 パトロール給油  

Ｚ3 －  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

    （注） [略] 

② 路盤工 

 

１．・２． ［略］ 

 

３．施工パッケージ 
 

３－１・３－２ ［略］ 

 

３－３ 下層路盤（歩道部） 

（１） ［略］ 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 
表 3．10 下層路盤（歩道部） 代表機労材規格一覧 

項  目 代表機労材規格 備  考 

機械 

Ｋ1 

小型バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒

音型・排出ガス対策型（第３次基準値）］ 

バケット容量 0.09ｍ3 

 

Ｋ2 
振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバインド式・超低騒音型・

排出ガス対策型（第３次基準値）］質量３～５ｔ 

賃料 

Ｋ3 －  

労務 
Ｒ1 運転手（特殊）  

Ｒ2 特殊作業員  



 

Ｒ3 普通作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 再生クラッシャラン RC-40  

Ｚ2 軽油 パトロール給油  

Ｚ3 －  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

 

３－４ 上層路盤（車道・路肩部） 

 

（１） ［略］ 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 
表 3．15 上層路盤（車道・路肩部） 代表機労材規格一覧 

材料 平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

瀝青

安定 

処理 

1.4m 未満 

機械 

Ｋ1 
振動ローラ(舗装用)［ハンドガイド式］質量 0.5～0.6

ｔ 

 

Ｋ2 振動コンパクタ［前進型］通称 40～60kg 級  

Ｋ3 －  

労務 

Ｒ1 特殊作業員  

Ｒ2 普通作業員  

Ｒ3 土木一般世話役  

Ｒ4 －  

材料 

Ｚ1 アスファルト混合物（安定処理材） AS 安定処理（40）  

Ｚ2 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコー

トの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコート

の場合 

Ｚ3 ガソリン レギュラー スタンド  

Ｚ4 軽油 パトロール給油  

市場単価 Ｓ －  

1.4m 以上

3.0m 以下 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・排

出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 1.4～3.0ｍ 
賃料 

Ｋ2 
振動ローラ［搭乗・コンバインド式・超低騒音型・排

出ガス対策型（第３次基準値）］ 質量３～４ｔ 
賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）］質量３～４ｔ 
賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 特殊作業員  

Ｒ3 運転手（特殊）  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 アスファルト混合物（安定処理材） AS 安定処理（40）  

Ｚ2 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコー

トの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコート

の場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

     (つづく) 

       （つづき） 

材料 平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

瀝青 3.0m 超 機械 Ｋ1 アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・排 賃料 

Ｒ3 普通作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 再生クラッシャラン RC-40  

Ｚ2 軽油 パトロール給油  

Ｚ3 －  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

 

３－４ 上層路盤（車道・路肩部） 

 

（１） ［略］ 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 
表 3．15 上層路盤（車道・路肩部） 代表機労材規格一覧 

材料 平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

瀝青

安定 

処理 

1.4m 未満 

機械 

Ｋ1 
振動ローラ(舗装用)［ハンドガイド式］質量 0.5～0.6

ｔ 

 

Ｋ2 振動コンパクタ［前進型］通称 40～60kg 級  

Ｋ3 －  

労務 

Ｒ1 特殊作業員  

Ｒ2 普通作業員  

Ｒ3 土木一般世話役  

Ｒ4 －  

材料 

Ｚ1 アスファルト混合物（安定処理材） AS 安定処理（40）  

Ｚ2 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコー

トの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコート

の場合 

Ｚ3 ガソリン レギュラー スタンド  

Ｚ4 軽油 パトロール給油  

市場単価 Ｓ －  

1.4m 以上

3.0m 以下 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・排

出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 1.4～3.0ｍ 
賃料 

Ｋ2 
振動ローラ［搭乗・コンバインド式・超低騒音型・排

出ガス対策型（第３次基準値）］ 質量３～５ｔ 
賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）］質量３～４ｔ 
賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 特殊作業員  

Ｒ3 運転手（特殊）  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 アスファルト混合物（安定処理材） AS 安定処理（40）  

Ｚ2 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコー

トの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコート

の場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

     (つづく) 

       （つづき） 

材料 平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

瀝青 3.0m 超 機械 Ｋ1 アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・排 賃料 



 

安定 

処理 

出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 2.3～6.0ｍ 

Ｋ2 
ロードローラ［マカダム・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 10ｔ  
賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］質量 13～14ｔ 
賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 アスファルト混合物（安定処理材） AS 安定処理（40）  

Ｚ2 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコー

トの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコート

の場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

粒度

調整 

砕石 

－ 

機械 

Ｋ1 
モータグレーダ［土工用・排出ガス対策型（2014 年規

制）］ ブレード幅 3.1ｍ 

 

Ｋ2 
ロードローラ［マカダム・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 10ｔ 

賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 13～14ｔ 
賃料 

労務 

Ｒ1 運転手（特殊）  

Ｒ2 普通作業員  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 再生粒度調整砕石 RM-40  

Ｚ2 軽油 パトロール給油  

Ｚ3 －  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

 

３－４ 上層路盤（歩道部） 

 

（１） ［略］ 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 
表 3．18 上層路盤（歩道部） 代表機労材規格一覧 

項  目 代表機労材規格 備  考 

機械 

Ｋ1 

小型バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒

音型・排出ガス対策型（第３次基準値）］ 

バケット容量 0.09ｍ3 

 

Ｋ2 
振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバインド式・超低騒音型・

排出ガス対策型（第３次基準値）］質量３～４ｔ 
賃料 

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 運転手（特殊）   

Ｒ2 特殊作業員   

Ｒ3 普通作業員   

Ｒ4 土木一般世話役   

材料 

Ｚ1 再生粒度調整砕石 RM-30   

Ｚ2 軽油 パトロール給油   

Ｚ3 －   

安定 

処理 

出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 2.3～6.0ｍ 

Ｋ2 
ロードローラ［マカダム・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 10ｔ  
賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］質量 13～14ｔ 
賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 アスファルト混合物（安定処理材） AS 安定処理（40）  

Ｚ2 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコー

トの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコート

の場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

粒度

調整 

砕石 

－ 

機械 

Ｋ1 
モータグレーダ［土工用・排出ガス対策型（2014 年規

制）］ ブレード幅 3.1ｍ 

 

Ｋ2 
ロードローラ［マカダム・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 10ｔ 

賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 13～14ｔ 
賃料 

労務 

Ｒ1 運転手（特殊）  

Ｒ2 普通作業員  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 再生粒度調整砕石 RM-40  

Ｚ2 軽油 パトロール給油  

Ｚ3 －  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

 

３－４ 上層路盤（歩道部） 

 

（１） ［略］ 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 
表 3．18 上層路盤（歩道部） 代表機労材規格一覧 

項  目 代表機労材規格 備  考 

機械 

Ｋ1 

小型バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒

音型・排出ガス対策型（第３次基準値）］ 

バケット容量 0.09ｍ3 

 

Ｋ2 
振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバインド式・超低騒音型・

排出ガス対策型（第３次基準値）］質量３～５ｔ 
賃料 

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 運転手（特殊）   

Ｒ2 特殊作業員   

Ｒ3 普通作業員   

Ｒ4 土木一般世話役   

材料 

Ｚ1 再生粒度調整砕石 RM-30   

Ｚ2 軽油 パトロール給油   

Ｚ3 －   

  



 

Ｚ4 －   

市場単価 Ｓ －   

 

③ アスファルト舗装 

 

１．・２． ［略］ 

 

３．施工パッケージ 
 

３－１ 基層（車道・路肩部）・中間層（車道・路肩部）・表層（車道・路肩部） 

 

（１） ［略］ 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 
表 3．4 基層（車道・路肩部）・中間層（車道・路肩部） 代表機労材規格一覧 

平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

1.4m 未満 

機械 

Ｋ1 
振動ローラ（舗装用）［ハンドガイド式］  

質量 0.5～0.6ｔ 
  

Ｋ2 振動コンパクタ［前進型］通称 40～60kg 級   

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 特殊作業員   

Ｒ2 普通作業員   

Ｒ3 土木一般世話役   

Ｒ4 －   

材料 

Ｚ1 

再生粗粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

1.94t/ｍ3 

再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.50 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコートの場

合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコートの場

合 

Ｚ3 ガソリン レギュラー スタンド  

Ｚ4 軽油 パトロール給油  

市場単価 Ｓ －  

1.4m 以上

3.0m 以下 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・排

出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 1.4～3.2ｍ 
賃料 

Ｋ2 
振動ローラ［搭乗・コンバインド式・超低騒音型・排

出ガス対策型（第３次基準値）］ 質量３～４ｔ 
賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）］質量３～４ｔ 
賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 Ｚ1 
再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 標準締固め後密度

Ｚ4 －   

市場単価 Ｓ －   

 

③ アスファルト舗装 

 

１．・２． ［略］ 

 

３．施工パッケージ 
 

３－１ 基層（車道・路肩部）・中間層（車道・路肩部）・表層（車道・路肩部） 

 

（１） ［略］ 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 
表 3．4 基層（車道・路肩部）・中間層（車道・路肩部） 代表機労材規格一覧 

平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

1.4m 未満 

機械 

Ｋ1 
振動ローラ（舗装用）［ハンドガイド式］  

質量 0.5～0.6ｔ 
  

Ｋ2 振動コンパクタ［前進型］通称 40～60kg 級   

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 特殊作業員   

Ｒ2 普通作業員   

Ｒ3 土木一般世話役   

Ｒ4 －   

材料 

Ｚ1 

再生粗粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

1.94t/ｍ3 

再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.50 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコートの場

合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコートの場

合 

Ｚ3 ガソリン レギュラー スタンド  

Ｚ4 軽油 パトロール給油  

市場単価 Ｓ －  

1.4m 以上

3.0m 以下 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・排

出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 1.4～3.2ｍ 
賃料 

Ｋ2 
振動ローラ［搭乗・コンバインド式・超低騒音型・排

出ガス対策型（第３次基準値）］ 質量３～５ｔ 
賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）］質量３～４ｔ 
賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 Ｚ1 
再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 標準締固め後密度



 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度

1.94t/ｍ3 

再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度

各 種 （ 1.90 以 上

2.50t/ｍ3未満） 

Ｚ2 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコートの

場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコートの場

合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

3.0m超 

 

 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・排

出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 2.3～6.0ｍ 賃料 

Ｋ2 
ロードローラ［マカダム・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］質量 10ｔ  
賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 13t～14t 
賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 

再生粗粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

1.94t/ｍ3 

再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各 種 （ 1.90 以 上

2.50t/ｍ3未満） 

Ｚ2 

 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコートの場

合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコートの場

合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油   

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －   

 

表 3．5 表層（車道・路肩部） 代表機労材規格一覧 

平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

1.4m 未満 

機械 

Ｋ1 
振動ローラ（舗装用）［ハンドガイド式］  

質量 0.5～0.6ｔ 

 

Ｋ2 振動コンパクタ［前進型］通称 40～60kg 級  

Ｋ3 －  

労務 

Ｒ1 特殊作業員  

Ｒ2 普通作業員  

Ｒ3 土木一般世話役  

Ｒ4 －  

材料 Ｚ1 

密粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

1.94t/ｍ3 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度

1.94t/ｍ3 

再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度

各 種 （ 1.90 以 上

2.50t/ｍ3未満） 

Ｚ2 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコートの

場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコートの場

合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

3.0m超 

 

 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・排

出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 2.3～6.0ｍ 賃料 

Ｋ2 
ロードローラ［マカダム・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］質量 10ｔ  
賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 13t～14t 
賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 

再生粗粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

1.94t/ｍ3 

再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各 種 （ 1.90 以 上

2.50t/ｍ3未満） 

Ｚ2 

 

アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 
プライムコートの場

合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 
タックコートの場

合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油   

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －   

 

表 3．5 表層（車道・路肩部） 代表機労材規格一覧 

平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

1.4m 未満 

機械 

Ｋ1 
振動ローラ（舗装用）［ハンドガイド式］  

質量 0.5～0.6ｔ 

 

Ｋ2 振動コンパクタ［前進型］通称 40～60kg 級  

Ｋ3 －  

労務 

Ｒ1 特殊作業員  

Ｒ2 普通作業員  

Ｒ3 土木一般世話役  

Ｒ4 －  

材料 Ｚ1 

密粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

1.94t/ｍ3 

(つづき) (つづき) 



 

密粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.50 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 ガソリン レギュラー スタンド  

Ｚ4 軽油 パトロール給油  

市場単価 Ｓ －  

1.4m 以上 

3.0m 以下 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・

排出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 1.4～3.2ｍ 

賃料 

Ｋ2 

振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバインド式・超低

騒音型・排出ガス対策型（第３次基準値）］質量３～

４ｔ 

賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）］ 質量３～４ｔ 

賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 

密粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

1.94t/ｍ3 

密粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.50 

t/ｍ３未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

(つづく) 

 

(つづき) 

平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

3.0m 超 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・

排出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 2.3～6.0ｍ 
賃料 

Ｋ2 
ロードローラ［マカダム・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 10ｔ  
賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 13t～14 
賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 
Ｚ1 

密粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

1.94t/ｍ3 

密粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.50 

t/ｍ３未満） 

Ｚ2 アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

密粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.50 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 ガソリン レギュラー スタンド  

Ｚ4 軽油 パトロール給油  

市場単価 Ｓ －  

1.4m 以上 

3.0m 以下 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・

排出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 1.4～3.2ｍ 

賃料 

Ｋ2 

振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバインド式・超低

騒音型・排出ガス対策型（第３次基準値）］質量３～

５ｔ 

賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型（第

３次基準値）］ 質量３～４ｔ 

賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 

Ｚ1 

密粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

1.94t/ｍ3 

密粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.50 

t/ｍ３未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

(つづく) 

 

(つづき) 

平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

3.0m 超 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［ホイール型・低騒音型・

排出ガス対策型（2014 年規制）］舗装幅 2.3～6.0ｍ 
賃料 

Ｋ2 
ロードローラ［マカダム・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 10ｔ  
賃料 

Ｋ3 
タイヤローラ［普通型・超低騒音型・排出ガス対策型

（2014 年規制）］ 質量 13t～14 
賃料 

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 運転手（特殊）  

Ｒ3 特殊作業員  

Ｒ4 土木一般世話役  

材料 
Ｚ1 

密粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.35t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.30t/ｍ3 

開粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

1.94t/ｍ3 

密粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.50 

t/ｍ３未満） 

Ｚ2 アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 



 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油   

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

 
３－２ 基層（歩道部）・中間層（歩道部）・表層（歩道部） 

 

（１） ［略］ 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 
 

表 3．8 基層(歩道部)・中間層(歩道部) 代表機労材規格一覧 

平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

1.4m 未満 

機械 

Ｋ1 
振動ローラ（舗装用）［ハンドガイド式］  

質量 0.5～0.6ｔ 
  

Ｋ2 振動コンパクタ［前進型］通称 40～60kg 級   

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 特殊作業員   

Ｒ2 普通作業員   

Ｒ3 土木一般世話役   

Ｒ4 －   

材料 

Ｚ1 

再生粗粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.20t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.15t/ｍ3 

再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.40 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 ガソリン レギュラー スタンド  

Ｚ4 軽油 パトロール給油  

市場単価 Ｓ －  

1.4m 以上 

機械 

Ｋ1 

アスファルトフィニッシャ［クローラ型・排出ガス対策型

（第３次基準値）］  

舗装幅 1.4～3.0ｍ 

  

Ｋ2 
振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバインド式・超低騒

音型・排出ガス対策型（第３次基準値）］質量３～４ｔ 
賃料 

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 特殊作業員  

Ｒ3 運転手（特殊）  

Ｒ4 土木一般世話役   

材料 

Ｚ1 

再生粗粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.20t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.15t/ｍ3 

再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.40 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油   

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油   

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

 
３－２ 基層（歩道部）・中間層（歩道部）・表層（歩道部） 

 

（１） ［略］ 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 
 

表 3．8 基層(歩道部)・中間層(歩道部) 代表機労材規格一覧 

平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

1.4m 未満 

機械 

Ｋ1 
振動ローラ（舗装用）［ハンドガイド式］  

質量 0.5～0.6ｔ 
  

Ｋ2 振動コンパクタ［前進型］通称 40～60kg 級   

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 特殊作業員   

Ｒ2 普通作業員   

Ｒ3 土木一般世話役   

Ｒ4 －   

材料 

Ｚ1 

再生粗粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.20t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.15t/ｍ3 

再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.40 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 ガソリン レギュラー スタンド  

Ｚ4 軽油 パトロール給油  

市場単価 Ｓ －  

1.4m 以上 

機械 

Ｋ1 

アスファルトフィニッシャ［クローラ型・排出ガス対策型

（第３次基準値）］  

舗装幅 1.4～3.0ｍ 

  

Ｋ2 
振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバインド式・超低騒

音型・排出ガス対策型（第３次基準値）］質量３～５ｔ 
賃料 

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 特殊作業員  

Ｒ3 運転手（特殊）  

Ｒ4 土木一般世話役   

材料 

Ｚ1 

再生粗粒度アスコン（20） 
標準締固め後密度 

2.20t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.15t/ｍ3 

再生粗粒度アスコン（20） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.40 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油   

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

 



 

表 3．9 表層(歩道部) 代表機労材規格一覧 

平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

1.4m 未満 

機械 

Ｋ1 
振動ローラ（舗装用）［ハンドガイド式］  

質量 0.5～0.6ｔ 
  

Ｋ2 振動コンパクタ［前進型］通称 40～60kg 級   

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 特殊作業員   

Ｒ2 普通作業員   

Ｒ3 土木一般世話役   

Ｒ4 －   

材料 

Ｚ1 

再生密粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.20t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.15t/ｍ3 

再生密粒度アスコン（13） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.40 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 ガソリン レギュラー スタンド  

Ｚ4 軽油 パトロール給油   

市場単価 Ｓ －   

1.4m 以上 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［クローラ型・排出ガス対策型

（第３ 次基準値）］舗装幅 1.4～3.0ｍ 
  

Ｋ2 
振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバインド式・超低騒音型・

排出ガス対策型（第３次基準値）］質量３～４ｔ 
賃料 

Ｋ3 －  

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 特殊作業員   

Ｒ3 運転手（特殊）   

Ｒ4 土木一般世話役   

材料 

Ｚ1 

再生密粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.20t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.15t/ｍ3 

再生密粒度アスコン（13） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.40 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

 

④～⑦［略］ 

 

⑧ 路側工（取外し） 
 
１．・２． ［略］ 

 

３．施工パッケージ 
 

３－１ 歩車道境界ブロック撤去、地先境界ブロック撤去 

 

（１） ［略］ 

 

（２）代表機労材規格 

表 3．9 表層(歩道部) 代表機労材規格一覧 

平均幅員 項  目 代表機労材規格 備  考 

1.4m 未満 

機械 

Ｋ1 
振動ローラ（舗装用）［ハンドガイド式］  

質量 0.5～0.6ｔ 
  

Ｋ2 振動コンパクタ［前進型］通称 40～60kg 級   

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 特殊作業員   

Ｒ2 普通作業員   

Ｒ3 土木一般世話役   

Ｒ4 －   

材料 

Ｚ1 

再生密粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.20t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.15t/ｍ3 

再生密粒度アスコン（13） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.40 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 ガソリン レギュラー スタンド  

Ｚ4 軽油 パトロール給油   

市場単価 Ｓ －   

1.4m 以上 

機械 

Ｋ1 
アスファルトフィニッシャ［クローラ型・排出ガス対策型

（第３ 次基準値）］舗装幅 1.4～3.0ｍ 
  

Ｋ2 
振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバインド式・超低騒音型・

排出ガス対策型（第３次基準値）］質量３～５ｔ 
賃料 

Ｋ3 －  

労務 

Ｒ1 普通作業員  

Ｒ2 特殊作業員   

Ｒ3 運転手（特殊）   

Ｒ4 土木一般世話役   

材料 

Ｚ1 

再生密粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.20t/ｍ3 

細粒度アスコン（13） 
標準締固め後密度 

2.15t/ｍ3 

再生密粒度アスコン（13） 

標準締固め後密度 

各種（1.90 以上 2.40 

t/ｍ3未満） 

Ｚ2 
アスファルト乳剤 PK-3 プライムコート用 プライムコートの場合 

アスファルト乳剤 PK-4 タックコート用 タックコートの場合 

Ｚ3 軽油 パトロール給油  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

 

④～⑦［略］ 

 

⑧ 路側工（取外し） 
 
１．・２． ［略］ 

 

３．施工パッケージ 
 

３－１ 歩車道境界ブロック撤去、地先境界ブロック撤去 

 

（１） ［略］ 

 

（２）代表機労材規格 



 

     下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 
表 3．2 歩車道境界ブロック撤去 地先境界ブロック撤去 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ1 

小型バックホウ （クローラ型）［超小旋回型・

排出ガス対策型（第３次基準値）］ 

バケット容量 0.22ｍ3 

賃料 

Ｋ2 －   

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 普通作業員   

Ｒ2 土木一般世話役   

Ｒ3 
運転手（特殊） 

 
 

Ｒ4 
特殊作業員 再利用区分が再

利用の場合 

材料 

Ｚ1 軽油 パトロール給油   

Ｚ2 －   

Ｚ3 －   

Ｚ4 －   

市場単価 Ｓ －   

 

 

９．そ の 他 
 

工 種 名 設 定 内 容 

土工 ［略］ 

土工（ＩＣＴ） ［略］ 

作業土工 ［略］ 

作業土工（ＩＣＴ） ［略］ 

法面整形工 ［略］ 

法面整形工（ＩＣＴ） ［略］ 

舗装版切断工 ［略］ 

舗装版破砕工 ［略］ 

殻運搬 ［略］ 

かご工 ［略］ 

補強土壁工 

（帯鋼補強土壁、ア

ンカー補強土壁、ジ

オテキスタイル補強

土壁（二重壁タイ

プ）） 

［略］ 

補強盛土工 ［略］ 

プレキャスト擁壁工 ［略］ 

大型ブロック積（張）

工 

［略］ 

石積（張）工 ［略］ 

吸出し防止材設置工 ［略］ 

吹付法面とりこわし

工 

［略］ 

アンカー工（ロータ

リーパーカッション

式） 

［略］ 

基礎・裏込砕石工 ［略］ 

コンクリート工 ［略］ 

型枠工 ［略］ 

コンクリート継目工

（目地、止水板設置

［略］ 

     下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 
表 3．2 歩車道境界ブロック撤去 地先境界ブロック撤去 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ1 

小型バックホウ （クローラ型）［超小旋回型・

排出ガス対策型（第２次基準値）］ 

バケット容量 0.22ｍ3 

賃料 

Ｋ2 －   

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 普通作業員   

Ｒ2 土木一般世話役   

Ｒ3 
運転手（特殊） 

 
 

Ｒ4 
特殊作業員 再利用区分が再

利用の場合 

材料 

Ｚ1 軽油 パトロール給油   

Ｚ2 －   

Ｚ3 －   

Ｚ4 －   

市場単価 Ｓ －   

 

 

９．そ の 他 
 

工 種 名 設 定 内 容 

土工 ［略］ 

土工（ＩＣＴ） ［略］ 

作業土工 ［略］ 

作業土工（ＩＣＴ） ［略］ 

法面整形工 ［略］ 

法面整形工（ＩＣＴ） ［略］ 

舗装版切断工 ［略］ 

舗装版破砕工 ［略］ 

殻運搬 ［略］ 

かご工 ［略］ 

補強土壁工 

（帯鋼補強土壁、ア

ンカー補強土壁、ジ

オテキスタイル補強

土壁（二重壁タイ

プ）） 

［略］ 

補強盛土工 ［略］ 

プレキャスト擁壁工 ［略］ 

大型ブロック積（張）

工 

［略］ 

石積（張）工 ［略］ 

吸出し防止材設置工 ［略］ 

吹付法面とりこわし

工 

［略］ 

アンカー工（ロータ

リーパーカッション

式） 

［略］ 

基礎・裏込砕石工 ［略］ 

コンクリート工 ［略］ 

型枠工 ［略］ 

コンクリート継目工

（目地、止水板設置

［略］ 



 

工） 

コンクリート分水槽

据付 

［略］ 

ボックスカルバート ［略］ 

消波根固めブロック

工 

［略］ 

捨石工 ［略］ 

多自然型護岸工（木

杭打工） 

［略］ 

遠心鉄筋コンクリー

ト管（Ｂ型）機械布

設 

［略］ 

安定処理工 ［略］ 

路盤工 ［略］ 

路盤工（ＩＣＴ） ① 不陸整正（ＩＣＴ）下層路盤（ＩＣＴ），上層路盤（ＩＣＴ） 

工種 単位 作業日当り標準作業量 

不陸整正（ＩＣＴ） 

ｍ2 

1,780 m2/日 

下層路盤（車道・路肩部）（ＩＣＴ） 1,250 m2/日 

上層路盤（車道・路肩部）（ＩＣＴ） 1,250 m2/日 

（注）１．下層路盤の一層当りの仕上り厚さは 20cm までとする。 

２．上層路盤の一層当りの仕上り厚さは 15cm までとする。 

現場取卸工 ①現場取卸工 

作業名 作業日当り標準作業量 

現場取卸（鋼桁,門扉） 136t/日 

現場取卸（鋼管杭） 111t/日 
 

アスファルト舗装工 ［略］ 

マンホール据付 ［略］ 

プレキャストＬ形側

溝 

［略］ 

暗渠排水管布設 ［略］ 

路側工（据付け） ［略］ 

路側工（取外し） ［略］ 

防雪柵設置工 ［略］ 

防雪柵現地張出し・

収納工 

［略］ 

橋梁排水管設置工 ［略］ 

橋梁用高欄 ［略］ 
鋼橋床版工 ［略］ 
地すべり防止工（集

排水ボーリング工） 

［略］ 

 

 

工） 

コンクリート分水槽

据付 

［略］ 

ボックスカルバート ［略］ 

消波根固めブロック

工 

［略］ 

捨石工 ［略］ 

多自然型護岸工（木

杭打工） 

［略］ 

遠心鉄筋コンクリー

ト管（Ｂ型）機械布

設 

［略］ 

安定処理工 ［略］ 

路盤工 ［略］ 

路盤工（ＩＣＴ） ［新設］ 

［新設］ ［新設］ 

アスファルト舗装工 ［略］ 

マンホール据付 ［略］ 

プレキャストＬ形側

溝 

［略］ 

暗渠排水管布設 ［略］ 

路側工（据付け） ［略］ 

路側工（取外し） ［略］ 

防雪柵設置工 ［略］ 

防雪柵現地張出し・

収納工 

［略］ 

橋梁排水管設置工 ［略］ 

橋梁用高欄 ［略］ 
鋼橋床版工 ［略］ 
地すべり防止工（集

排水ボーリング工） 

［略］ 

 

    

 


